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例言

l .本書は日本道路公団北海道支社が行う北海道縦貫自動車道（七飯～長万部間）建設工事に伴い、

財団法人北海道埋蔵文化財センターが平成12年度に実施した八雲町野田生5遺跡の埋蔵文化財調査

報告書である。

2．調査は、第2調査部第1調査課が担当した。

3．本書の執筆は、 I･n ･Ⅲ章坂本尚史、Ⅳ章中田裕香・坂本尚史、 V章中田裕香・坂本尚史が担

当し、全体の編集は坂本尚史が担当した。

4．遺物の整理は、土器を中田裕香、石器を坂本尚史が担当した。

5．調査での写真撮影は坂本尚史が、室内での遺物の撮影は菊地慈人が担当した。

6．報告書刊行後、出土資料および記録類は八雲町教育委員会が保管する。

7．調査にあたっては下記の諸機関、諸氏にご協力、ご指導を頂いた。

北海道教育庁文化課、八雲町教育委員会、八雲町郷土資料館三浦孝一・柴田信一・横山英介・

菊地博、七飯町教育委員会石本省三、青森市教育委員会児玉大成、函館市教育委員会田原良

信・野村祐一・野辺地初雄、市立函館博物館長谷部一弘、市立函館博物館五稜郭分館佐藤智雄、

松前町教育委員会久保泰・前田正憲、知内町郷土資料館高橋豊彦、木古内町教育委員会菅野

文二・大谷内愛史・木元豊・三上英則・山田央、上磯町教育委員会森靖裕、戸井町教育委員会

鈴木正語、南茅部III]教育委員会阿部千春・福田裕二、南茅部町埋蔵文化財調査団佐々木日登美、

森町教育委員会藤田登、長万部町教育委員会佐藤稔・大根田雅美、上ノ国町教育委員会松崎

水穂・斉藤邦典・三浦秀俊・松田輝哉、乙部町教育委員会森広樹・藤田巧、奥尻町歴史民俗資料

館木村哲朗、北檜山町教育委員会谷岡康孝、今金町教育委員会寺崎康史、苫小牧市埋蔵文化

財調査センター佐藤一夫・赤石慎三、伊達市教育委員会大島直行・青野友哉・小島朋夏、虻田

町教育委員会角田隆志、平取町森岡健治・長田佳宏、竹花和晴、千歳市教育委員会乾哲也、

青森県埋蔵文化財調査センター木村高秋田県埋蔵文化財センター小杉克、滝沢村教育委員会

井上雅孝、早稲田大学菊地徹夫、筑波大学福田正宏、帝京大学阿部朝衛



凡例

1 .遺構、石器ブロックは本文中および図、表中では以下の記号を用いて表した。原則として確認順

に番号を付し、記号と番号の間には発掘区名と区別するためハイフンを挿入した。

P :土坑F:焼土Cb :炭化木片ブロック FK:フレイク集中 Sb :石器ブロック

2．遺構図の縮尺は、スケール等が入っているもの以外は原則として40分の1である。遺構平面図交

点傍らの名称記号は右下の区画を示している。交点の表記がないものは傍らにグリッド概略図を設

けて確認地点を示した。遺構平面図の小数字は標高（単位m)である。

3．平面分布図における遺物のシンボルマークの内容については、各図に凡例を設け示した。

4．遺構の規模は｢確認面の長軸の上端／下端×確認面の短軸の上端／下端×確認面からの最大深･最

大厚｣を単位cmで示してある。なお、一部破壊されているものは( )で示した。

5．士層名は下記の記号を用いた場合がある。

Ko-d :駒ケ岳-d火山灰

Ko-g :駒ケ岳-9火山灰

火山灰の略号は、北海道火山灰命名委員会(1982) 「北海道の火山灰』による。

6．遺物実測図と土器拓影図の縮尺は、スケールが入っているもの以外は原則として以下のとおりで

ある。土器・礫石器： 3分の1 剥片石器・磨製石斧： 2分の1

7．遺物写真図版の縮尺は打製石器と磨製石斧が2分の1、礫石器が3分の1，土器は破片資料が等

倍、復元個体に関しては図版ごとに示した。

8．石器の計測は｢長×幅×厚｣で、図I-12のように行った。厚さは最大値を採用している。剥片石

器のうち、スクレイパーやRフレイクなどの不定形なものについては素材長軸を石器の長軸とした。

また礫石器は最長部を長さ、直交する最長部を幅として計測した。なお、実測図中で敲打痕はV－

V、すり痕はK－ヨで範囲を表した。
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I 調査の概要

I 調査の概要

1 調査要項

事業名：北海道縦貫自動車道（七飯～長万部間）埋蔵文化財発掘調査

委託者： 日本道路公団北海道支社

受託者：財団法人北海道埋蔵文化財センター

調査期間：平成12年5月8日～平成12年8月14日

遺跡名：野田生5遺跡（道教委登載番号B-16-51)

所在地：山越郡八雲町野田生303ほか

調査面積： 2,230㎡

2 調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター

理 事 長 大澤 満

專務理事 宮崎 勝

常務理事 木村尚俊

総務部長 柳瀬茂樹

第2調査部長 鬼柳 彰

第1調査課長 種市幸生（発掘担当者）

主 任 中田裕香

文化財保護主事 坂本尚史（発掘担当者）

3 調査に至る経緯

北海道縦貫自動車道（函館～名寄間）は函館市を起点として室蘭苫小牧･札幌市を経由し、名寄市

に至る総延長488キロの路線で、 このうち長万部～旭川鷹栖間は既に供用されている。七飯～長万部

間の路線については平成5年11月から事業が進められている。この事業に対する埋蔵文化財調査につ

いては平成2年4月、 日本道路公団北海道支社から事前協議がなされ、協議を受けた北海道教育委員

会は平成2年4月および平成7年11月に所在確認調査を、平成7年10月以降、順次範囲確認調査を実

施した。野田生5遺跡については、平成7年10月に範囲確認調査が実施され、発掘調査の必要な面積

3,900㎡が提示されたが、工事計画の変更に伴い発掘調査面積は2,400㎡に決定された。野田生5遺跡

は函館工事事務所管内にかかり、遺跡の所在する野田生地区のほか、山越･落部・栄浜地区の調査は

今年度から着手されている。同地区で今年度発掘調査が実施された遺跡は、山越2遺跡・山越3遺跡

・山越4遺跡・野田生l遺跡・野田生2遺跡・野田生4遺跡・野田生5遺跡・栄浜l遺跡（北海道埋

蔵文化財センター） 、旭丘l遺跡・浜松3遺跡・栄浜3遺跡（八雲町教育委員会）がある。

4 調査の概要

(1) 発掘区の設定

発掘区はアルファベットの大文字と数字の組み合わせで表示し、規格は4m×4mとした。設定の

基準は、工事測点のSTA.575とSTA.576の二つの基準点を通る直線を北西一南東方向の基線とし、

ノ
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I 調査の概要

北東一南西方向は基準点を通り、基線に直交する直線とした。ライン設定は、北西一南東方向をアル

ファベットの大文字とし、基線をMラインに設定後、北東側にN、 O、 P、 Q、 R…と進行し、南西

側には逆にL、 K、 J、 I、 H…とした。北東一南西方向は数字とし、 STA.575を通る直線を50

とし、北西側に51， 52， 53， 54…、南東側は逆に49， 48， 47， 46…と進行した。基準点の測量成果は

下記のとおりである。

STA.575 X=197,978.4372 Y=9,639.9431

STA.576 X=197,938.0704 Y=9,548.4795

発掘区の名称は、 4m四方の区画の南側隅のライン交点で示した。例えば、基線Mラインと基準点

STA.575を通る50ラインの交点の北側の区画はM50区となる （図1-2) 。

(2) 基本層序

土層断面の観察を北西一南東方向と直交する北東一南西方向で行い、Hライン、 Oライン、 Tライ

ン、 60ラインで土層断面図を作成・記録した。遺跡は河岸段丘上の比較的平坦な地形に立地するため、

各ラインともほぼ同様な堆積状況を示していた。以下図1－3～8にしたがって基本層序を述べる。

I 層：黒褐色土。表土、耕作土である。耕作による攪祥を受け、 Ⅱ層(Ko-d)が混じる。

Ⅱ 層：黄褐色火山灰層。駒ケ岳起源のKo-dとみられる。噴出年代は1640年とされる。耕作に

より削平され、発掘区内では基本的に確認できなかった。

Ⅲa層：黒色土。腐植土層で粘性． しまり共に強く、粒子が綴密である。耕作により削られ、部分

的に認められる程度である。遺物包含層。

Ⅲb層：暗褐色土。粘性は強く、 しまりもやや強い。Ⅲa層に比べやや粗粒である。層厚は15～30

cmほどである。遺物包含層。

Ⅳ層：暗黄褐色士。粘性． しまり共にやや強い。ソフトロームを主体に暗褐色土が斑状に混じる、

いわゆる漸移層。層厚は10～20cmほどである。遺物包含層。

V層：黄褐色ローム。粘性． しまり共に強い。 20～30cm程の厚さでソフトロームが堆積し、下層

には硬化するロームが続く。

なお、図1－3～8中に示したl～5までのアラビア数字による表記は、基本土層以外の以下の細

分層序の内容を示している。

1 ：暗黄褐色士。黒色土が混じる。

2 ：黒褐色土。黄褐色土の小ブロックが混じる。

3 ：暗褐色士。しまり中。粘性弱。黒色土中に若干ローム粒が混じる。

4 ：暗黄褐色土。

5 ：暗褐色土。黄褐色土がわずかに混じる。

発掘区内での堆積は安定しており、上記の基本層序が良好に確認された。遺物包含層であるⅢa層、

Ⅲb層はHライン付近の北西側、 Oラインの南東側と北西側で主に認められた。各層の堆積時期は、

出土遣物及び八雲町内の他遺跡の層位との比定から、Ⅳ層が縄文時代早期、 Ⅲb層が縄文時代、 Ⅲa

層が縄文時代後・晩期以降から1640年までと考えられる。 しかし、野田生5遺跡においてはⅢb層や

Ⅳ層から続縄文時代の遺物の出土する例があり、 これは多数確認された風倒木痕の影響により遺物が

上下に移動したためと考えられる。
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I 調査の概要
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I 調査の概要
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I 調査の概要

§

､一一一
~

．

I
ロ
笹

’ 全
ユ

｜ c1
Cl

o⑮｜

E+"'

○
ロ
ロ
②＋

国

ゆ

↑

一

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

咄

ｂ

，

－Ｅ一

○

胃

お
）
国
個
壷
睡
Ｈ
”
１
月
図

~

‐

の
唖
ト

ー

裡十

ｌ

Ｉ

１

ｐ

Ｉ

１

Ｉ

１

１

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｆ

・

Ｉ

胃

I
○

口

四

の

＋

苛
唖
吟

~

樫十号’

9

｣轍



(3) 調査の方法

発掘区は牧草地で（図1-9)表土層のしまりも弱く層厚も20～30cm程度であったため、人力によ

る表土除去から開始した。調査に先立ち4m区画の杭の設定を業者に委託したが、発掘調査は基本的

にこの4m区画単位で行った。土層断面観察用にベルトをHライン、 Oライン、 60ラインに残し、全

面的に表土を除去した。この段階で、出土した遺物は発掘区単位で取り上げを行った。Ⅲ層検出後、

Ⅲ層の残存状況、遺構の位置などを大まかに把握し、排土運搬用の一輪車の通り道を考慮しながら、

Ⅲ層の堆積が比較的良好に残るL･M･N60ラインから北西側の発掘区と、 60ラインのベルトに沿っ

たH～N59区を中心に包含層調査を開始した。包含層調査は層位を観察しながら、 Ⅲ層からⅣ層まで

連続して掘削を行った。Ⅲ．Ⅳ層の出土遺物は大きさ1.5cmを基準に、基準値未満を発掘区一括遺物、

基準値以上を点取り遺物（出土地点を計測した遺物） として順次取り上げた。点取り遺物は設定した

発掘区の杭を基準に地点を計測し、発掘区ごとに連続した遺物番号を付した。

縄文時代の遺物包含層であるⅣ層までの掘削を終了した後、重機による旧石器確認調査を行った

（図I ll) 。調査面積は発掘区全体の7.9%に相当する176㎡であり、基盤礫層、 もしくは基盤礫層

からの礫の浮き上がりが著しくなる土層まで掘り下げたが旧石器時代の遺物を確認することはできな

かった。

なお、調査時にも農道として使用されていたK～050区の一部とM～050区の一部、電柱が設置さ

れていたR～S53･54区の一部他は、周囲の調査結果から遺物分布範囲でないと判断されること等か

ら計画を変更し、調査範囲から除外した。その結果、調査面積は当初計画の2,400㎡から2,230㎡に変

更された（図I-10) 。

(4) 整理の方法

遺物は調査方法により、点取り遺物と発掘区単位で取り上げた一括遺物に大きく区分される。

一次整理のうち、遺物の水洗作業、一次分類、重量計測は基本的に現地で行った。点取り遺物は個

々の遺物に対しての計測、一括遺物は発掘区単位での点数集計、重量計測を行い、手書きの台帳を作

成した。一括遺物は計測後、石器に関して分類を行い、抜き出し遺物を抽出した。その後、遺物を江

別の整理作業所に運び、注記作業、抜き出し遺物の計測、台|帳作成、 コンピューターへの台帳入力を

行い一次整理を終了した。なお、抜き出し遺物は点取り遺物同様発掘区ごとに連続番号を付し、層位

が変わっても番号はそのまま連続させた。注記は基本的に全点に対して行い、調査年を西暦の下二桁

で、遺跡名はアルファベットを用いた略称（野田生5=ND5)で先頭に表し、以下発掘区・層位・

遺物番号の順に記入した。ただし点取り遺物、一括遺物、一括抜き出し遺物の遺物種類ごとに異なる

記入方法を設定しため、以下例をあげて説明する。

点取り遺物(M23区、遺物番号105の場合）

00. ND5. M23. 105

j'崎ｨ「 巡跡γ「 発掘K71 jIi物滞り

一括遺物(M62区

00. ND5.

,しﾄ 'l作ｲ|も ．i吐跡#'1

括の場合）

I

lIl1位

I届一p

M62.

苑柵|ﾊﾆｷ'，

一括抜き出し遺物(M43IX:、 Ⅲb隅、遺物番号5の場合

00. ND5. M43． Ⅲb. 5

‘i11缶fl2 j凹跡?1 発州K妬 l1Ih柵： j吐物併叶

/0
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二次整理は土器と石器にわけて説明する。土器は再分類後に接合作業を経て、器形が確認できたも

のに対して復元を行い、図化した。破片資料に対してはおおよその文様構成や器形のわかるものに対

して拓影図及び断面図を作成した。また接合作業後、接合状況を台帳に記録し、 l～1000の番号を土

器に用意して接合番号を付した。写真撮影は挿図に掲載した資料の全てに対して行った。石器は再分

類を行った後に器種別に収納し、必要な計測・属性観察を行った。図化は器種分類した中でも定型的

な石器を中心に完形品、器体残存の良好なものを選択して行った。野田生5遺跡の場合、耕作の著し

い撹乱により遺物のほとんどがI層出土遺物であったため、それらも積極的に掲載した。図化作業後、

石器全点に対し石材分類を行い、可能な限り同一母岩資料の識別に努めながら接合作業を実施した。

接合作業後、接合状況を台'帳に記録し、 また同一母岩視される資料に対しては母岩分類を行い、母岩

別台帳を作成した。石器に対しては剥離面接合に1001～2000、折れ面接合に2001以降の接合番号、同

一母岩資料には母岩番号をlから用意して付した。写真撮影は挿図に掲載した資料のほか、一部の挿

図未掲載の石器に対しても行った。

(5) 遺物の分類

土器

土器はこれまで渡島半島、噴火湾～太平洋沿岸で発掘調査された成果に基づく分類を踏襲すること

とした。縄文時代早期に属するものをI群とし、以下前期をⅡ群、中期をⅢ群、後期をⅣ群、晩期を

V群とした。続縄文時代のものはⅥ群、擦文時代のものはⅦ群である。

I群縄文時代早期に属する土器群（今回は出土していない）

a類貝殻文のあるもの

b類縄文、撚糸文、絡条体圧痕文、組紐圧痕文、貼付文などの施されるもの

Ⅱ群縄文時代前期に属する土器群（今回は出土していない）

a類縄文尖底土器群

b類円筒土器下層式に相当するもの

Ⅲ群縄文時代中期に属する土器群

a類円筒土器上層式に相当するもの

b類榎林式、大安在B式、 ノダップⅡ式に相当するもの

Ⅳ群縄文時代後期に属する土器群

a類余市式、入江式、大津式、白坂3式に相当するもの

a-1類余市式に相当するもの

a-2類入江式・大津式・白坂3式に相当するもの

b類船泊上層式、手稲式、鯆澗式に相当するもの

c類堂林式、三ツ谷式、御殿山式に相当するもの

V群縄文時代晩期に属する土器群

a類大洞B式、上ノ国式に相当するもの

b類大洞C1式、大洞C2式に相当するもの

7~勺
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I 調査の概要

c類大洞A式、大洞A'式、 タンネトウL式に相当するもの

Ⅵ群続縄文時代に属する土器群

a類恵山式以前に相当するもの

b類恵山式に相当するもの

c類後北式に相当するもの

d類弥生系に相当するもの

Ⅶ群擦文時代に属する土器群

石器

石器は遺跡内で出土したものに対し、その器種名称と定義を述べることとする。なお、石器の計測

方法については図I-12に示した。

石鑑

剥片を素材とし、押圧剥離により両面が調整され、尖頭形を呈す5cm未満のもの。形状により三角

形無茎、三角形有茎、木葉形有茎に細分類される。

石槍

剥片もしくは礫を素材とし、押圧剥離や平坦剥離によって両面が調整され、尖頭形を呈す5cm以上

のもの。

掻器

剥片を素材とし、 60度以上の急角度な剥離が素材端部に連続的に加えられたもの。スクレイパーの

範嶬に入るが、定形的石器として抽出した。

スクレイパー

剥片を素材とし、剥離が素材の側縁に10枚以上連続して加えられたもの。

両面調整石器

剥片もしくは礫を素材とし、剥離が素材の両面に施されるが尖頭形でないもの。

ピエス・エスキーユ

剥片もしくは礫を素材とし、対向する小剥離が素材の両端部にあるもの。また、いわゆる両極剥離

打法により発生する各種の割れの特徴を持つもの。素材、剥離箇所、樋状剥離面の有無により細分類

される （細分類の内容はⅣ章に記載） 。

Rフレイク （二次加工ある剥片）

剥片を素材とし、散漫な剥離が加えられた不定形のもの。

剥片

石核、石器（トゥール・剥片）から剥離されたもので、二次的な剥離を受けていないもの。

石核

剥片もしくは礫を素材とし、石器（トゥール）の素材となりえる大きさ・形状の剥片を剥離した痕

跡が複数あるもの。

原石

打製石器の素材を供給する石材の礫のうち、素材剥片の剥離が行われていないか、 もしくは不明瞭

なもの。石器の原材料とみられるもの。
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石斧

剥片もしくは礫を素材とし、打欠き ・研磨により整形され、斧状の刃部があるもの。

すり石

礫を素材とし、擦り痕があるものの内、能動的と考えられるもの。

敲石

礫を素材とし、敲打痕があるものの内、能動的と考えられるもの。

台石・石皿

礫を素材とし、擦り痕もしくは敲打痕があるものの内、受動的と考えられるもの。

(6) 調査結果の概要

野田生5遺跡は八雲市街の南東約8k剛、柏木川の河岸段丘上標高約35mに位置し、川からの距離は

約170m、川との比高は16m前後である。発掘区は遺跡のほぼ中央、非常になだらかな傾斜地形に立

地している。遺跡は畑として利用され、 Ⅲ層上部からⅣ層まで撹乱された状態であった。調査面積は

当初2,400㎡であったが、計画変更により2,230㎡となった。

検出した遺構は土壌4基、 Tピット1基、焼土・炭化木片集中8箇所であった。遺構は、H･ I ･

J50～55、 L･M･N56～57、 L･M･N62～64の3か所に主にまとまってみられる。土曠は4基と

も上部が削平のため失われているが、掘り込みが浅く長径も120cm未満であった。なお、遺物を伴出

した遺構はP-5、 Cb-3 ･ 5がある。焼土・炭化木片ブロックからは土壌を採取しフローテーシヨ

ン作業を行い、炭化木片、炭化種子を採取したが、放射性炭素年代測定法や炭化種子同定等の分析は

行っていない。各遺構の時期であるが、 P-5は恵山式土器の破片が出土しているため、当該期に構

築された可能性がある。TP-1は遺物は出土していないが道内での出土事例から縄文時代前期から

後期にかけて構築されたと考えられる。他の遺構についての時期は不明である。

出土した遺物は土器(2,026点･ 11,024. 19) 、石器(724点･20,758.79) 、礫(629点･ 66,923.3

9)である。集計の詳細は表1－1に示した。出土土器の多くはⅥ群、特にⅥ群b類からⅥ群c類に

属するもので、一部Ⅳ群b類の土器もみられる。石器は石雛、石槍、掻器、スクレイパー、両面調整

石器、 Rフレイク、 ピエス・エスキーユ、剥片、石核、原石、石斧、すり石、敲石、台石・石皿が出

土している。石雛には平面形が二等辺三角形及び木葉形で有茎のものと、二等辺三角形で無茎のもの

があり、それぞれ続縄文時代惠山式期及び後北式期に特徴的な形態のものが含まれる。またピエス・

エスキーユは数量的に主体的な石器として認められる。

点取り遺物からみた後北式期の遺物の分布状況は、遺構の分布範囲とほぼ符合し、土壌、焼土・炭

化木片ブロックとの同時代性が考えられる。また、後北式期を中心とした土器と石器に関してもそれ

ぞれの分布のまとまりが重なりあう出土状況から共伴遺物の可能性がある。
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I 調査の概要

表1-1 出土遺物点数・重量一覧
遺構 点取り遺物 一括週物

合計
計 Ⅲ層 Ⅳ層 計 I層 Ⅲ層 Ⅳ屑 その他 計p－R

p唖 Cb－3 Cb－5

点数 12 ９ ０ 21 352 80 432 1399 156 1573 2026
曙
凡 12

十器

亙量(9) 67. 1 3．64 70.74 7724,92475,8 384.3 2860. 10 294．5 4．9 69 8093.3 1 1024． 1

点数 0 21 ２ 23 66 14 422i8m 189 7 ３ 621 724
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重量(9) 0 0．08 0．01 0．09 2401.8 12246.45987．4 8389．2 q7ﾜ~~~~ 16．4 9．4 12369.4 20758．7

点数 0 0 0 0 43 ~~~｡Dノ7 50 10 『0，~ ~ ２ 579 629

礫

莨量(9) 0 0 0 10095.30 2382．2 12477．5 52339.8 1099 'U 1007 54445-8 66923.3

点数 12 30 461 56244 101 2388 句貝鳫
翠哩哩 13 17

、可甸向

とJ/』 3379
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重量(9) 67．1 3．72 【0ⅡOH 7083 14972.9 8753．9 23726．8 7231 1．1 1490.7 21 ,3 1085－4 74908‘5 98706, 1

表1－2 石器器種別点数・重量一覧
俎構 点取り進物 一括遺物

合計
計Cb－3 Ⅲ層 Ⅳ層 計Cb－5 I層 Ⅲ層 Ⅳ層 その他 計

点数 0 0 0 6 0 ６ ７ 0 9 15
石鎧

宣且(9) 0 0 0 7

１
畦

0 7 7.1 ､脾 1 .3 0 8.7 1局7
■い■〃

点散 0 00 1 0 0 0 0
閥
吻
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亘量(9) 0 0 0 16 0 16 『魂］ 0 ~ 0 6-3 22.3
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掻器

亘量(9） 0 0 【0】 0､ p： 20.2 0 0 0 20．2 20．2
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｡

■ 0 ９I 0 13
ｽｸﾚｲﾊｰｰ

重且(9) 0 0 38．8 16 54.B､ 1 17．2 0 6.9 0 124. 1 178．9

点数 T 0 1 ５0 0 1 0 5 ６q 4

両面幽堅石器
一一幅一亘艮(9) 0 0 160 0 ~~10 160．2 ０ 0 160,20 176．2

点敷 0 0 0 7 1 Ⅱ
ｂ

甲 囲命 0 I 27 q胃
哩凹

Rフレイク

重量(9) ６
．
~

0 0 18－1 0． 1 18．2 274.6

図1-12石器の計測箇所
【q 1 ,4 276 294.2

点数 9 0 0 ５ 0 5 21 ２ 0 0 23 28
ヒエス･ｴｽｷｰﾕ
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原石

重■(9) ~ ~0~ ~ 0 772.6 0 772-6 685.6 0 0 0 685-6 1458．2

点数 0 、 0 1 I 00 0 0 2
石斧

亘量(9) 0 0 0 4 0 4 48．4 0 0 0 48.4 52.4

点数 I 0 0 0 ロ 0 0iQ 0 1
石錘

重量(9) 0 0 0 0 0 40.6 0，､ 0 0 40.6 40.6

点数 0 0 0 ３ ３0 ５ 0 1 1 10】 5 8
すり石

且■(9) 、 ､ 0 1406 0 1406 3603．2 ~ ~0~ ~ 0 0 3603.2 5009.2

点数 0 0 0 0 1 I 3 0】 0 0 ３ 4
敲石 ~~

重澄(9) 0I 0 0 648 648 1956．1 0 0 0 1956.1 2604.1

点数 、 0 0 1 2 0 0 0 2 屯

台石･石皿

重艮(9) 0 0 5290 52900 2404 0 0 0 2404 7694

点数
⑤令

竺】 ２ 23 66 14 80 422 189 3 621 724
合計

亙丑(9) 0．08 0．01 0．09 2401 ．8 5987-4 8389.2 12246,4 97．2 16．4 9.4 12369,4 20758.7

表1－3 石器石材別点数・重量一覧
遺構

下
点取り遺物

Ⅳ層

9

47．2

3

2．2

000
0

0

0

2

5938

0

104
5987~4

鋤
一
幅
－
３
｜
鋼
２
唖
－
０
｜
”
’
０
０
’
０
０
１
”
’
０
０
６
｜
岬

合計
酢

一

浬

一

皿

－

１

｜

岬

－

０

０

ｌ

０

ｌ

０

０

ｌ

０

０

ｌ

０

ｌ

０

ｌ

０

羽

訂

頤
一
四
一
岬
一
Ⅲ
｜
郡
一
Ⅳ
｜
秘
－
２
｜
劉
一
３
’
３
’
３
｜
恥
－
１
’
４
｜
舶
一
岬

堰
列
一
州
一
理
一
邪
一
扣
一
岬
－
１
｜
印
－
１
｜
趣
一
価
一
吋
－
１
｜
郷
一
惣
一
岬

恥
一
加
一
皿
－
１
｜
ｍ
－
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
創
一
皿

計
一
犯
一
伽
一
叫
一
羽
一
Ⅳ
｜
岬
－
２
｜
桝
一
３
’
３
’
５
｜
岬
－
１
’
４
｜
帥
一
》

ⅡI層 その他 齢

3 341

9．4 2786．5

0 181

0 94

0 79

0 1408．4

00 1 8~7

0 1

0 535~8 1

0 17

0 7487-6

0

0 48．4

3 621
9~4 12369~4

織
地
一
繩
恥
一
緬
一
恥
一
緬
一
恥
一
緬
唖
一
識
一
恥
一
諏
一
《
｜
繊
唖

桝
一
利
一
画
一
吃
－
９
’
四
一
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
－
０
ｌ
伽
一
轆

犯
恥
一
蠅
一
伽
一
卵
恥
－
３
｜
麺
－
４
｜
秘
一
理
一
岬
－
２
｜
謬
一
泗
州

頁岩
叩

－

０

ｌ

０

ｌ

０

ｌ

０

ｌ

０

ｌ

０

ｌ

０

ｌ

０

０

ｌ

０

０

ｌ

０

ｌ

２

ｌ

ｍ

黒曜石

玉髄

〒｡. 1 ．
~′、 ロ

安山岩

砂岩

緑色泥岩

合計

771～



49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68

Ｇ

Ｈ

１

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

Ｕ

Ｇ

Ｈ

１

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

Ｕ

4

~ |い , M－l堂困■

玉半三=主竺斗

〒
了
」
Ｌ
：
）

Ｖ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｒ

’

６ｂ

Ｏ
Ｃ

囎譽 一

、
ー

’

七し
、
P－4

丁

睾心~おく

:ym
0 10

図1-13遺構配置図

53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 6866 67659 50 51 52

可 ’
●●
● Ｃ

』
●
●

目

《

｜

白

目

b

~
V

29
0 0

田

の

~

OO
C

○目

1$-
’ ’ 。 。

●●

○

二
日 ｡

、
◎

管
一旦_」－＠

劃二
~~~~壷~

、
○

皇一二+-_L_
因

○

鑑

識

礫

●

○

因

,』婚●

Ｌ
ｒ

l l l l
ｍ

ｌ
Ｉ
釦
一
Ｉ

｜

’

１
℃
土
ｒ

0

図1-14遺物分布図

I6



Ⅱ遺跡の位置と環境

Ⅱ遺跡の位置と環境

1 遺跡の位置と周辺の地形

遺跡の所在する八雲町は、内浦湾（噴火湾） に面する渡島半島の北東部に位置し、渡島管内では最

も広い面積(736.47k㎡） を有している。北側はルコツ川を挟み長万部町と、南側は茂無部川を挟み森

町と、西側は渡島山地を挟んで、桧山支庁の今金町、熊石町、厚沢部町、乙部町、北桧山町と接して

いる。遺跡は八雲市街の南東約8km、野田生地区に所在し、海成段丘である落部段丘面（標高20～40

m)上の非常になだらかな傾斜地に立地している。野田生地区には弥之助沢、柏木川、野田生川など

内浦湾に注ぐ大小の河川があり、多数の遺跡がこうした河川流域に発達した河岸段丘上や海岸段丘上

にほぼ間断なく所在している。発掘区は海岸線から450mほど、柏木川から170mほど離れた、遺跡の

ほぼ中央、標高35m付近に位置しており、柏木川の河岸段丘面上に立地する。

「野田生」の地名は野田追川を挟んで西側の地区を指し、東側は「野田追」 と書く。八雲町史によ

れば「野田生は椴の木の多いところともいわれたが、 ノダヘからノダオイになったといわれている。

海岸が、ふっくらした鈍い岬で凸凹しているので、その形を『ノタ ・オ・ イ』 といった。 『ノタ』は

頬、 『才』は幾つかあるさま、 『イ』は所の義である。それが『ヌプタイ』 といわれた所も含めた広

い字名となり、落部寄りと区別して野田生と書かれるようになった。 」 とある。永田方正著「北海道

蝦夷語地名解」によれば、野田追はアイヌ語のヌプ・ タイ （野・林）からきたとされる。なお、落部

野田追は字名改正で現在は東野と変更されているが、古くからノタオイと記されてきた地域は主にこ

の東野地区を指す可能性が強い。昭和14年に刊行された「落部村郷土史」ではシヤクシャインの乱で

戦功のあった新井田権之助に野田追場所として初めて与えられた内容の記述があるが、 これは史実の

実証がなく確実性の薄いものとされている。寛文10年に記された「津軽一統志」には、 ノダオイに場

所が設置され、新井田権之助の名前が知行主として記されている。野田生場所は寛政3年に建立した

蛭子神社を祭り、施政上は沼尻、由追を含めて領域としたとされている。蛭子神社は現在の恵比須神

社にあたる。

2 野田生地区周辺の遺跡

八雲町内の遺跡についてはすでに詳細にまとめられているため（北埋調報142)本報告では割愛し、

野田生地区周辺についてのみ記述する。東野を含めた野田生地区には北西から野田生1遺跡、野田生

2遺跡、野田生4遺跡、野田生3遺跡、野田生5遺跡、台の上遺跡、新牧場遺跡、小金沢遺跡が所在

する。野田生l遺跡～野田生3遺跡は弥之助沢と柏木川に挟まれた海岸段丘上に、新牧場遺跡は野田

追川を挟み東側の海岸段丘上に、台の上遺跡、小金沢遺跡は野田追川の河岸段丘上に立地している。

時期は縄文時代早期～擦文時代にわたり、縄文時代中期の遺物出土が多くみられる。 (財)北海道埋蔵文

化財センターによる平成12年度の調査の結果からは次のような内容が確認されている。野田生l遺跡

では縄文時代後期中葉～後葉の大規模な集落跡が確認され、竪穴住居跡内から多数の完形土器と共に

赤彩土器が出土している。野田生4遺跡では縄文時代中期の竪穴住居と土曠が確認され、土曠内から

は円筒土器上層式の完形土器が出土している。野田生2遺跡では縄文時代中期と考えられる竪穴住居

と土曠が確認されている。 また、野田生5遺跡で主体的に出土する続縄文時代の遺物は、野田生地区

では台の上遺跡で後北式と弥生系の土器が混在して出土している。

ﾉ7



図Ⅱ－1 野田生5遺跡と周辺の遺跡

図Ⅱ－2 遺跡の範囲と周辺の地形
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Ⅱ 遺跡の位置と環境

標高(、）
■■■■■■■■■■■■■■■■■■

8～20

25～32
－

20～24
－

21～34
－

20～28
－

20～30
－

20～31

20～30
－

14
－

14

30
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

32～34
■■■■■■■■■■■■■

20～30
－

30～39
－

33～40
－

34～39
－

26～38
－

25～37
－

30～35
－

15～20
－

30

40

遺跡名 ｜登載番号I 主な時期 ｜ 立地

ｵｸﾂﾅｲ遺跡| B-16-' |続縄文時代 ｜海岸段丘
浜松3遺跡 | B-16-271縄文時代中期 ｜海岸段丘
浜松4遺跡 | B-16-431縄文時代晩期､擦文時代 ｜海岸段丘
ｺﾀﾝ温泉適跡I 8-16-9 1早期~晩期､続縄文時代 ｜海岸段丘
浜松1遺跡 I B-16-4 1縄文時代中期 ｜海岸段丘
浜松2週跡 |B-16-25 1縄文時代早期~晩期 ｜海岸段丘
浜松5遺跡 | B-16-581縄文時代早期･中期･晩期､続縄文時代 ｜海岸段丘
元山牧場遺跡 | B-16-21 1縄文時代前期･中期 ｜海岸段丘
山越5遺跡 | B-16-56 1縄文時代前期~晩期 ｜海岸段丘
山越6遺跡 I B-16-57 1縄文時代中期､続縄文時代 l海岸段丘
山越1遺跡 I B-16.1' 1縄文時代中期 ｜海岸段丘
山越3遺跡 | B-16-45縄文時代前期~晩期 ｜海岸段丘
山越2週跡 | 8-16-44 1縄文時代前期~続縄文時代 ｜海岸段丘
山越4遺跡 I B-16-46 1縄文時代中期 ｜海岸段丘
野田生1通跡 |B-16-471縄文時代中期~後期 ｜海岸段丘
野田生2遺跡 IB-16-481縄文時代早期･中期 ｜海岸段丘
野田生4遺跡 |B-16-501縄文時代中期 ｜海岸段丘
野田生3遺跡 IB-16-491縄文時代中期 I海岸段丘
野田生5遺跡 IB-16-51 1縄文時代中期･後期､続縄文時代､擦文時代i河岸段丘
台の上週跡 IB-16-131縄文中期~晩期･続縄文時代 ｜河岸段丘
新牧場遺跡 IB-16-301縄文時代後期 ｜海岸段丘
小金沢遺跡 IB-16-161縄文中期 ｜河岸段丘
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図Ⅱ－3 野田生地区周辺の遺跡（このIXIは国土地珊院発行5万分の1地形|ﾇ1 「八雲」を襖製したものである）
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Ⅲ遺構と出土遺物

Ⅲ潰構と出土遺物

1 概要

遺構はTピット1基、土曠4基、焼土・炭化木片ブロック8か所、 フレイク集中lか所が確認され

た。土曠はH･ I52～53区の範囲にP-12． 19が、N63～64区の範囲にP-4 ･ 5が、 2基ずつまとまっ

て検出された。 P-5の覆土からは恵山式土器が出土しており、当該期に構築されたと考えられる。

焼土・炭化木片ブロックはL･M,N56～57区の範囲に3つがまとまって確認され、 フレイク集中が

近接していた。Tピットは単独で確認され、遺構長軸が柏木川とほぼ直交する方向に構築されていた。

2 Tビット

TP-1 (図Ⅲ-1、表l、図版2-3 ･ 4， 3-1)

位 置H52･53区、 153区

規 模360／397× （94）／23×110

形 状平面は長楕円形で、長軸両端の壁がオーバーハングしている。

確 認H52区をⅢb層下部まで掘り下げた時点で､遺構南側のプランが検出された。H・ I53

ラインに沿ってトレンチ調査を行いⅢb層から構築された掘り込みを確認し、 さらにH･ I53区の

遺構確認面までの掘削・精査を行った。これによりP-19がTピットlと重複して検出されたため、

TピットlからP-19にまたがるトレンチ調査を行い、 TピットlがP-19に破壊された堆積状況を

示すことが確認できた。

覆 土 10層に分層した。各層の内容は以下のとおりである。

l :黒褐色土。 しまり中、粘性中～強。自然堆積層と捉えられる。

2 ：黒褐色土。 lに比べしまりがやや弱く、細粒である。

3 ：暗黄褐色土。 しまり中。ブロック状にⅢ～V層が混じりあった土。

4 ：褐色土。 しまり中、粘性中～強。 l～3が混じりあった土。

5 ：暗褐色土。しまり中、粘性強。焼土ブロックとみられる赤褐色土が含有される。

6 ：暗黄褐色士。 3に類似するが、色調が暗くしまりが弱い。ロームブロックを含有する。

7 ：暗黄褐色土。 6に類似するがより多くロームブロックを含有し、 しまりが強い。

8 ：黄褐色土。しまり弱、粘性中～弱。ロームを主体に若干の褐色土が混ざる。

9 ：明黄褐色土。 しまりの弱いローム。

10：暗黄褐色士。 しまり弱、粘性中。粗粒である。

1， 2は自然堆積を主体としたもの、 3～7は流入土に壁のロームが崩落し混ざりあったもの、

8～10は壁の崩落土を主体とするものと考えられ、 自然営力により覆土が堆積した状態と捉えられ

る。また、 5にみられた赤褐色士のブロックは遺構周辺に焼土が確認されないことから、 Ko-g

を誤認した可能性がある。

時 期遺物の出土がないため明確ではないが、出土例と確認層位から縄文時代前期から後期の

間に構築されたと考えられる。
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3 土壌

P-19 (図Ⅲ-1 ，表1，図版3-2 ･ 3)

位 置H53区

規 模 1l0/70×75/35×27

平面形楕円形

確 認Ⅲb層下部精査中に検出。 トレンチ調査によりTピット1の北西側のE

されたことが確認された。

覆 土 6層に分層した。各層の内容は以下のとおりである。

l :暗褐色士。 しまり、粘性は中～強。細粒である。

2 ：黒褐色土。 しまり強、粘性中。粒子はlに比べ級密である。

3 ：褐色土。 しまり中、粘性弱。Ⅲ～V層が細かく混ざり合う土。

4 ：暗黄褐色士。 しまり中～弱、粘性中～強。斑状に3とロームが混じる。

5 ：黄褐色士。 4に類似するがロームをより強く含有する。

6 ：暗黄褐色土。 しまり弱、粘性は中～強。ローム粒と黒色土が斑状に混じる。

遺 物出土していない。

時 期不明だが周辺の出土遺物から縄文時代後期前葉か、続縄文時代中葉の両

P-4 (図Ⅲ-1，表l 、図版4-3)

位 置N64区

規 模78／43×65／43×18

平面形不整｢'l形

確 認Ⅳ層上面精査中に確認。

覆 土 4層に分層した。各層の内容は以下のとおりである。

l :褐色士。 しまり中～強、粘性中。若干ローム粒が混じる。

2 ：暗黄褐色士。 しまり強、粘性中。Ⅲ～V層が細かく混ざりあった状態か。

3 ：暗黄褐色土。 2に類似する。ロームが強く混じり色調が明るい。

4 ：黄褐色士。 しまりやや弱。ロームを主体に黒色土が混じる。

遺 物出土していない。

時 期不明だが、遺構周辺の出土遺物から続縄文時代中葉の可能性がある。

P-5 (図Ⅲ-1，表l、図版4-1･2)

位 置N63区

規 模69／62×(67)／(50） ×20

平面形不整円形

確 認Ⅲb層上部精査中に確認。

覆 土 4層に分層した。各層の内容は以下のとおりである。

l :暗褐色士。 しまり、粘性共に強。

2 ：暗褐色士。 しまり強、粘性中～強。黒色土と暗黄褐色土が斑状にみられる。

3 ：明褐色シルト粘土。 しまり、粘性強。

4 ：黄褐色士。V層に比べしまり弱、粘性強。斑状に褐色土が混ざる。

特 徴確認面で長径22cmの明褐色シルト粘土塊と土器片を検出。

遺 物土器12点が出土。

1の北西側の壁

続縄文時代中葉の可

を破壊して構築

能性がある
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Ⅲ遺構と出土遺物
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Ⅲ遺構と出土遺物

時 期出土した土器片が恵山式であることから続縄文時代中葉の遺構と考えられる。

P-12 (図Ⅲ-1、表l 、図版3-4･5･6)

位 置 152･53区

規 模 105/52×74/16×32

平面形楕円形

確 認Ⅲb層下部掘削、精査中に確認。 、

覆 土 5層に分層した。各層の内容は以下のとおりである。

1 ：暗褐色士。 しまり、粘性中～強。Ⅲb層に類似。

2 ：黒褐色土。 1に比べしまり弱、粘性強。Ⅲa層に類似するがやや粗粒である。

3 ：暗黄褐色土。しまり粘性はlに類似。Ⅲb～V層が細かく混じりあった状態。

4 ：暗黄褐色土。 しまり粘性は2に類似。 3に類似するが黒色土が強い。

5 ：黄褐色土。 しまり中～弱、粘性中。ロームが強く混じる。

特 徴曠底が細長く、形態がすり鉢状を呈している。

遺 物出土していない。

時 期不明だが周辺の出土遺物から縄文時代後期前葉か、続縄文時代中葉の可能性がある。

4 焼土・炭化木片ブロック

F-1 (図Ⅲ-2、表1，図版4-4･5)

位 置L62区

規 模 160×60

確 認Ⅲb層上部精査中に確認。

堆 積4層に分層した。各層の内容は以下のとおりである。

l :赤褐色士。焼土ブロックである。著しく被熱したとみられ、硬化している。

2 ：暗褐色土。しまり強、粘性中。焼土粒と粒径3cm未満の炭化木片を多量に含有する。

3 ：暗茶褐色士。 しまり強、粘性中。粒径0.5cm程の炭化木片を少量含有する。

4 ：暗茶褐色士。 しまり強、粘性弱。

遺 物出土していない。

炭化物等採取した土壌重量37,2009の内33.8%に対し選別を行い、 64.59の炭化木片と、炭化物等採取した土壌重量37,2009の内33.8%に対し選別を行い、 64.59の炭化木片と、炭化種

子を抽出した。

特 徴焼土ブロックが大まかに3か所確認され、焼土の下部には燃焼材とみられる炭化木片が

多量に検出された。

時 期不明である。

F-2 (図Ⅲ-2、表l)

位 置 J51区

規 模 170×163

確 認Ⅲb層精査時に確認。

堆 積 2層に分層した。各層の内容は以下のとおりである。

l :赤褐色士。 しまり強、粘性弱。焼土ブロックを多量に含有する。

2 ：暗褐色土。 しまり中～強、粘性弱。炭化木片を多量に含有する。

遺 物出土していない。
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炭化物等採取した土壌3,3509の全てを選別し､26.489の炭化木片と、炭化種子を抽出した。

時 期不明だが、遺構周辺の出土遺物から続縄文時代中葉の可能性がある。

Cb-1 (図Ⅲ-2，表l)

位 置G54区

規 模60×47

確 認Ⅲb層上部精査時に確認。

堆 積 2層に分層した。各層の内容は以下のとおりである。

1 ：黒色士。 しまり強、粘性中。シルト質粘土で細粒。炭化木片が散在する。

2 ：茶褐色士。しまり強、粘性中。やや粗粒。炭化物が散在する。

遺 物出土していない。

炭化物等採取した土壌6,1009の内の42.6%に対し選別を行い、 85.579の炭化木片と、炭化種子

を抽出した。

時 期不明だが、遺構周辺の出土遺物から続縄文時代中葉の可能性がある。

Cb-2 (図Ⅲ-2，表l)

位 置 J66区

規 模 190×(150)

確 認Ⅲb層上部精査時に確認。

堆 積未分層である。

遺 物出土していない。

炭化物等採取した土壌3,0009の全てを選別し、 22.419の炭化木片と、炭化種子を抽出した。

時 期不明だが、遺構周辺の出土遺物から続縄文時代中葉の可能性がある。

Cb-3 (図Ⅲ-2、表l)

位 置N56区

規 模60×40･40×23

確 認Ⅲb層掘削時に確認。二か所の小規模なまとまりを検出した。

堆 積 3層に分層した。各層の内容は以下のとおりである。

1 :暗褐色士。 しまり中、粘性弱。炭化木片を多量に含有する。

2 ：暗黄褐色士。 しまり中、粘性中～強。

3 ：暗黄褐色士。 しまり中～弱、粘性中。ロームと暗褐色土が細かく混じりあう土に、粒径1cm

程の炭化木片を含有する。

遺 物剥片21点、土器片9点が出土したが時期は不明である。

炭化物等採取した土壌12,3009全てを選別し12.59の炭化木片と、炭化種子を抽出した。

時 期不明だが、遺構周辺の出土遺物から続縄文時代中葉の可能性がある。

Cb-4 (図Ⅲ-2，表l)

位 置M56区

規 模60×54 ･ 19×17

確 認Ⅳ層上面精査時に確認。二か所の小規模なまとまりを検出した。

堆 積 3層に分層した。各層の内容は以下のとおりである。

l :暗褐色士。 しまり、粘性強。炭化木片が散在し、上部に多い。

2 ：暗黄褐色士。Ⅳ層と黒色土が混じる。

妬



Ⅲ遺構と出土遺物

3 ：黄褐色土。 しまり中、粘性強。ロームブロックを多く含有する。

遺 物出土していない。

炭化物等採取した土壌7,2509全てを選別し、 9．819の炭化木片と、炭化種子を抽出した。

時 期不明だが、遺構周辺の出土遺物から縄文時代後期前葉か続縄文時代の可能性がある。

Cb-5 (図Ⅲ-2，表1)

位 置L57区

規 模94×58

確 認Ⅳ層上面精査時に確認。

堆 積 2層に分層した。各層の内容は以下のとおりである。

l :暗褐色土。 しまり中～弱、粘性中～強。炭化木片、焼土粒を含有する。

2 ：暗黄褐色士。しまり中～弱、粘性中～強。ロームブロックが多量に含まれる。

遺 物剥片が2点出土している。

炭化物等採取した土壌8,5009の内の41.2%に対し選別を行い、 17.999の炭化木片と、炭化種子

を抽出した。

時 期不明だが、遺構周辺の出土遺物から続縄文時代中葉の可能性が考えられる。

Cb-6 (図Ⅲ-3、表l)

位 置 164区

規 模55×40

確 認Ⅲa層精査時に確認。

堆 積層の内容は以下のとおりである。

1 :黒色土。炭化木片をやや散漫に含有する。

遺 物出土していない。

時 期不明である。

5 フレイク集中

FK-1 (図Ⅲ-3，表l)

位 置N57区

規 模 (300)×260

確 認Ⅲb層精査時に確認。

遺 物剥片は黒曜石が136点(15.49) 、頁岩が1点(0.19)出土し、黒曜石剥片はⅢ、Ⅳ層

から出土したうち、点数で78.2％、重量で39.3％を占める。 トウールは黒曜石製の石錐、 Rフレイ

ク、頁岩製のピエス・エスキーユ、スクレイパーなどが出土している。

時 期不明だが、遣構周辺の出土遺物から続縄文時代中葉の可能性が考えられる。

~へ勺

乙／



Cb-6
ｌ
陪
仏 ･36. 644

I ’
~

~

’幽
酪
関
■

・36－647

~「

sP－A §E=AL36.7

一

ｂⅢ

Ⅳ

0 1｢n
ー一1 1 1

FK-1

令

７

５

５

帥

Ｎ

弱

35．98435．961

35.985

｡

■

35970 ／35180 35983 35989血 ■

35．966
35．885

０２０

●

胡

４

１

川

川

Ⅲ

０

３

蝕

翫
ノ

／

~

~

~

~

／

』

35946 35. 988

戸

ﾉ

／

霞0 35.97635-94535.93835,912

‐

図Ⅳ-5-56

LF" _ '"' ゞ－L_4
ヨ6』68／ 3597ィ

35． 913

~~

057

0 耐
1 1

図Ⅲ－3 炭化木片ブロック・フレイク集中

認

164

、cb-6
⑧



Ⅳ包含層出土の遺物

Ⅳ包含層出土の遣物

1 概要

出土遺物は土器(2,005点･ 10,953.49) 、石器(701点･20,758.69) 、礫(629点･ 66,923.39)

がある。耕作による撹乱の影響を受け、ほとんどがI層からの出土である （表1-1) 。土器は続縄

文時代のⅥ群が主体的に出土し、そのほとんどがⅥ群c類に属するが、一部Ⅵ群b類、Ⅵ群。類も認

められる。また、縄文時代後期のⅣ群、擦文時代のⅦ群も少数であるが出土している。石器は石雛、

石槍、掻器、 スクレイパー、両面調整石器、 Rフレイク、 ピエス・エスキーユ、剥片、石核、原石、

石斧、すり石、敲石、台石・石皿が出土している。各器種の出土点数・重量はI章の表1－2に示し

た。定形的な石器は少なく、 スクレイパー、両面調整石器、 Rフレイク、 ピエス・エスキーユなどの

不定形な石器が主体である。数量的には石鍼、 ピエス・エスキーユが多く出土している。石鍼は平面

形が二等辺三角形で有茎と無茎のものがあり、前者は続縄文時代恵山式期、後者は後北式期に特徴的

な形態である。ピエス・エスキーユは頁岩と玉髄を主な石材としており、遺跡内で素材を生産供給し、

使用を経て遺棄された可能性がある。

（坂本尚史）

2 土器

本遺跡からは2,005点の土器が出土している。主体となるのはⅥ群c類で90.8%を占め、Ⅵ群b類

が7.2％で、それに次いでいる。

(1) I層出土の土器（図Ⅳ－1－1～52,表2 ･ 3、図版8－4~、 9－5， 10～12)

発掘区の南西部をのぞくほぼ全域から1,399点の土器が出土している。

Ⅲ群

胴部破片が1点出土したが、摩滅の激しい小片のため、掲載していない。

Ⅳ群b類(1)

lは手稲式に相当するもので、大型の浅鉢形土器の底部付近であろう。器壁は凹凸がある。内外面

に調整痕が残り、内面では主に横方向に施されている。

Ⅳ群～V群（2 ． 3）

2は胴部の下位に縦位のRL縄文が施された薄手の土器片である。 3はRL斜行縄文が施されたも

ので、口縁部は肥厚し、断面は角張っている。どちらも胎土には海綿骨針が含まれている。これらは

縄文後期から晩期のものと考えられる。

Ⅵ群b類（4～22）

南川Ⅳ群に相当するもの65点が南西部を除く発掘区のほぼ全域から出土している。

4～13は沈線で縁取りされた帯状の縄文によって文様が描かれている。 6と7， 11と12はそれぞれ

同一個体である。 4は口縁部が内湾気味に立ち上がり、切り出し状の断面をもつもので、口唇直下に

は縦長の刻み目が加えられている。外面は縄文を施した後に軽くみがかれている。 5～7， 9は口唇

に刻み目が加えられたものである。 5の刻み目は口縁にほぼ直交して細長い。 6 ． 7 ． 9の刻み目は

半裁竹管状工具によるものと考えられる。 6 ． 7は逆三角形状の無文部に同じ工具による刺突が施さ

れており、 7は沈線の交点にも刺突が加えられている。 13 ･ 14は無文部に短刻線が施されている。

15 ･ 16は横走や山形等の沈線文が施されている。 16の沈線は浅く、細い。
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W包含層出土の遺物

17～21は横走あるいは斜行する帯状縄文が施されたものである。 17･ 18は口唇に刻み目が施されて

いる。 17は棒状工具、 18は半裁竹管状工具を用いたものである。20は直線的に立ち上がり、口縁部が

短く内傾する深鉢形の土器と考えられる。屈曲部には半裁竹管状工具による刺突列が施されている。

内面はよくみがかれている。 22は揚げ底の底部で、無文である。

4～8， 15～17, 19～22は胎土に海綿骨針が含まれている。

Ⅵ群c類（24～51)

後北B式に相当するものl,323点が発掘区のほぼ全域に分布している。

24～40は刻み目のある隆起線の施されたものである。24～27は同一個体である。24の隆起線は棒状

の工具で隆起線の上下を横方向にみがくようにして整形されている。 25 ． 26は横走する縄文を施した

後に、半裁竹管状工具による半月形の列点文や沈線が加えられている。 25には多重沈線がめ〈、る。薄

手の土器で、内面はよくみがかれている。 28の隆起線はやや太い。29は隆起線の一部が垂れ下がり、

V字状になっている。30． 37の隆起線は菱形状の文様を構成するものであろう。30は隆起線が施され

た後に、地の横走縄文を縁取るように半月形の列点文が加えられている。 31は山形突起の下に円形の

隆起線がある。33～36は弧状の隆起線が施されたものである。 38は隆起線の下位に沈線がめぐる。 39

は口縁に突起が加えられている。口縁部の断面は角張り、口唇には半月形の刻み目がある。40の隆起

線は細く、刻み目は部分的に加えられている。41は口唇直下に押引状の列点文が施されている。42は

横走縄文間の無文部に半月形の列点文が施されたものである。39．42は口縁部に補修孔がある。43は

浅鉢形の土器と考えられ、無文地に刻み目のある隆起線が施されたものである。

44～48は壺形土器で、 45 ．46は同一個体である。44の口縁部はほぼ直立し、断面は尖る。44 ．47の

口唇には刻み目がある。45．46は無文地に半裁竹管状工具による爪形の列点文が施されている。内面

には凹凸があり、横方向の調整痕が残る。47．48は吊り耳をもつものである。44は内外面、 45～47は

外面に赤色顔料が塗彩されている。

49は帯状縄文にそって赤色顔料の付着した痕跡がみられる。 50は隆起線が底部付近まで垂下したも

のである。51は高台部や底面が欠損している。粘土帯の接合方法は内面下がりで、 ミガキの後に縦走

する縄文が施されている。内面は一部に横ないし右下がりのヘラナデの痕がある。

27･29･30･ 35 ･ 39･40･42･43･45･46･49･51の胎土には海綿骨針が含まれている。

Ⅵ群d類（23）

L56区から弥生系の土器1点が出土している。不均等な撚り合わせの縄による縄文が施された薄手

の口縁部片である。口唇の厚みは一定ではなく、一部に縄の圧痕がみられる。内面には横方向の調整

痕がある。

Ⅶ群（52）

発掘区の北東部から十勝茂寄式に相当すると考えられるミニチュアの片口形土器が出土している。

52の口縁部は内湾気味に立ち上がり、器面は内外面とも凹凸がある。外面はみがかれ、縦方向の調

整痕が施されている。胎土には海綿骨針が含まれている。

(2) Ⅲ層．Ⅳ層出土の土器（図Ⅳ 2－1～45、表2 ． 3、図版8－2 ． 3， 9－1～4， 13～16)

Ⅲ層から508点、Ⅳ層から86点の土器が出土している。Ⅳ層から出土と記録された土器は、Ⅳ群b

類1点を除いてⅥ群b類･ C類の土器である。分類ごとの分布状況は図Ⅳ－8に示した。発掘区の中

央部には土器の出土していない範囲がある。

なお、 Ⅲ層から出土した土器と同一個体の破片がI層からも出土している場合、 I層のものも図Ⅳ－

2に合わせて掲載している。

3ノ
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W包含層出土の遺物

Ⅳ群a類(1 ･ 2)

大津式に相当するものが発掘区の南東部から出土している。

1 ． 2は同一個体で、無文地に乙字状や横走する沈線が施されたものである。口縁部の断面は角張っ

ている。口縁部の外面は横方向、胴部の内面は縦方向に調整されているが、器壁は凹凸がある。

胎土には径数､血の角礫、砂粒、海綿骨針が含まれている。

Ⅳ群b類（3 ． 4）

手稲式に相当するものが発掘区の北西部から出土している。

3は口縁部が内湾気味に立ち上がるもので、縄文地に口縁と平行する沈線が施され、括弧状の沈線

が加えられている。口唇直下には幅の狭い無文帯がある。内面はみがかれている。

4は胴部が筒状となり、上半部から直線的に立ち上がる器形で、口縁部は欠損している。胴部には

縄文を地として平行沈線が施された後に括弧状の沈線が加えられている。文様帯の下位と内面の調整

はミガキである。胎土は径2nⅦ程度の円礫が多量に含まれ、海綿骨針も少量認められる。

Ⅵ群b類（5～15)

南川Ⅳ群に相当するもの80点が発掘区の西部と北東部の2箇所から出土している。

5～7は同一個体で、体部に張りのある甕形土器である。体部上半に施された横走縄文の下縁が平

行沈線によって区画され、その直下には小波状文がめぐっている。 5には補修孔がある。体部下半は

縦走する縄文が施されている。底部は揚げ底で、底面の中央部はやや厚みがある。器表面は縄文の施

文後にみがかれている。内面の調整もミガキである。胎土には海綿骨針が含まれている。 8は横走縄

文の下縁に平行沈線と連弧状の沈線が施されたものである。 9は口唇直下の無文部に2条の平行沈線

がめぐり、その間に短刻線が施されたものである。口唇には楕円形の刻み目がみられる。

10～15は縄文のみのものである。 10は体部の上半に横走する縄文､下半に縦走する縄文が施され、

下半は縄文の施文後にみがかれている。胎土は砂粒が多い。内面は横方向にみがかれているが、一部

ざらつきがある。 11 ･ 12は口縁に横走する帯状縄文の施されたものである。 11の口縁はナデ調整によっ

て尖り、内面側には竹管状の工具による刺突列が加えられている。 12は縦走する縄文が施された後に

磨り消しと横走する縄文が施されている。外面には炭化物が付着する。 13･ 14は同一個体で、体部は

ふくらみ、口緑部は短く外反している。 9～14には海綿骨針が含まれている。

15は口縁部が内湾気味に立ち上がる深鉢形土器で、 5～7の北側に隣接して出土した(図Ⅳ－9)。

ごく緩やかな波状口縁になるようである。斜行ないし横走するRL縄文が施されている。器面は風化

による摩滅が激しい。胎土には海綿骨針や砂粒が含まれている。

Ⅵ群c類(16～45)

後北B式に相当するもの479点と後北C2 ･D式に相当するもの7点が出土している。後北B式は発

掘区の西側と東側に集中域がある。後北C2 ･D式は発掘区の南東部と北東部から出土している。

後北B式に相当するもの(16～34)

16と17， 18と19， 23～25, 28と29, 31と32はそれぞれ同一個体である。

16 ･ 17， 18 ･ 19は口唇直下に2条の隆起線がめぐり、口縁部から胴部上半にかけては横走縄文、下

半には縦走する縄文の施されたものである。横走縄文を縁取るように、半裁竹管状工具による列点文

が加えられている。口唇には刻み目がある。 16 ･ 17は胎土に砂粒が多く、風化により摩滅が激しい。

M66区を中心に細かく割れた状態で出土した（図Ⅳ－9) ｡ 18 ･ 19の外面はみがかれた後に施文が行

われており、内面もよくみがかれている。

21は横走するRL縄文を施した後、口縁にほぼ平行する2本一組の隆起線と斜位の隆起線を交互に

うつ

J-フ



巡らせている。前者の上下は棒状の工具でなでつけて整形されている。斜位の隆起線には2本一組の

ものと1本からなるものがあり、小突起の下位には前者、突起間には後者が施されている。それらに

よって構成された菱形状の文様はゆがみが大きく、割り付けも不均等である。隆起線の間には三角形

状の列点文が密に加えられている。内面の調整は口唇直下が横方向になでられ、以下はミガキである。

22 ． 26． 27は口縁部に同心円や方形の隆起線を配し、それらを直線的な隆起線でつないだものであ

る。 22の隆起線は棒状の工具で上下に太い沈線をひくようにして整形されている。口縁部には補修孔

が穿たれている。26 ． 27には下向きの弧線も施されている。 26の隆起線は細く、刻み目も細かい。24

は胴部上半に山形の隆起線が施されたものである。23～25の内面はよくみがかれている。

18･ 19･24． 28～30は胎士に海綿骨針が含まれている。 30の内面には炭化物が付着している。

31 ･ 32は壺形土器で、凸レンズ状の隆起線が施され、隆起線で区画された内部には横走縄文の地に

半月形の列点文が加えられている。内面のミガキは丁寧である。

33 ． 34は高台部の欠損した底部の破片である。 33は底板や立ち上がりの部分を接合する際に粘土を

足した部分が一部剥落している。胎土には砂粒が多く含まれている。

後北C2 ･D式に相当するもの(35～45)

35～37は口縁部の断面形が尖り、口唇には刻み目が加えられている。 36の胎士には海綿骨針が含ま

れている。内面には横方向の調整痕がみられる。37～42は同一個体で、 H54区とその周辺に分布し、

破片の一部はI層からも出土した。大型の鉢形土器で、口縁はゆるやかな波状になると思われ、波頂

部は肥厚している。口縁部の断面形は尖り、口唇には刻み目が加えられている。外面は軽く磨かれて

から施文が行われている。胴部下半に縦走する帯状縄文が施された後、口縁部から胴部にかけて横走

や弧状の帯状縄文が施され、主文様をなしている。底部は平底である。 38 ． 39は内面の一部に炭化物

が付着している。胎土には径lm程度の小礫が多く、海綿骨針もわずかに含まれている。

43 ．44は無文の土器である。43の器壁は薄く、口縁部の断面は角張っている。外面には横位と斜位、

内面には横位の調整痕がみられる。44の口縁は小波状になっている。45はミニチュアの底部片で、揚

げ底になっている。図Ⅳ－1-51と|司じ発掘区から出土しており、Ⅶ群土器の可能性もある。

（中田裕香）

3 石器

石錨（図Ⅳ－3－1～14、図版17-1～15)

石雛は15点が出土し、内14点を挿図に、全点を図版に掲載した。 1～11は無茎で平面形が二等辺三

角形もしくは三角形を呈するものである。 l～6が長身で二等辺三角形、 7 ． 8が正三角形に近い形

状である。基部はl～4が凹基、 5～11は直線的である。 l～7， 9は押圧剥離による入念な調整が

施され、厚さは0.4mm以下に整形されている。 10， 11は調整が粗雑で素材面を広く残すことから未製

品と考えられる。 12， 13は有茎のもので、 12は二等辺三角形、 13は木葉形である。 12は無茎のものに

比べ厚手である。 13はカエシが不明瞭で、茎部が長く全体の3分の1を占めている。石材は1， 4，

7， 8， 14が黒曜石、他は全て頁岩である。

石槍（図Ⅳ－3-15 ･ 16、図版17-16． 17)

石槍は2点出土し、全て図示した。 15は幅広のものである。器体の上半部に張出し部を持ち、先端

部にかけて主に加工が施されている。先端側は茎部の可能性も考えられる。裏面側に素材腹面が広く

残され、調整が散漫なことから未製品と考えられる。 16は柳葉形で、剥離が比較的粗雑である。

掻器（図Ⅳ－3-17、図版17-18)

弾
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Ⅳ包含層出土の遺物

掻器は2点が出土し、内1点を図示した。 17は剥片を素材とし、端部から両側縁にかけて調整を加

えている。頁岩製である。

スクレイパー（図Ⅳ－3-18～27、図版17-19～28)

スクレイパーは13点が出土し、内10点を図示した。 18～24は縦長剥片を素材とし、両側縁、 もしく

は片側縁のほぼ全縁を調整するものである。 18， 19は両面が調整されているが、 19の腹面側への剥離

は粗雑である。 24， 25は横断面が三角形となる分厚い剥片を素材とし、器体の中央部まで調整が及ぶ

ものである。 24の背面剥離面稜線からの剥離は、一部腹面側からの調整と腹面より新しく、二次加工

と捉えられる。 25の調整は全て腹面側から施されており、背面のほぼ全面を剥離している。 26， 27は

横長剥片を素材としている。 27は背腹両面に刃部が作出されている。石材は21が玉髄、他は全て頁岩

である。

両面調整石器（図Ⅳ－4－28～30、図版17-29～31)

両面調整石器は6点が出土し、内3点を図示した。素材は28, 30が剥片、 29は不明である。いずれ

も粗く散漫な剥離が周囲から施されている。 29は石核の可能性もある。石材は29が黒曜石、他は頁岩

である。

ピエス・エスキーユ（図Ⅳ－4-31～52、図版18-36～62)

27点(個体数)が出土し、内22点を挿図に、全点を図版に掲載した。素材、剥離箇所、樋状剥離面の

有無により8つに分類した。

剥片を素材とするもの。 (A～D類）

A類：対向する2か所に剥離面があり、側縁に樋状剥離面がないもの。

B類：対向する2か所に剥離面があり、側縁に樋状剥離面があるもの。

C類：対向する4か所に剥離面があり、側縁に樋状剥離面がないもの。

D類：対向する4か所に剥離面があり、側縁に樋状剥離面があるもの。

片面を自然面に覆われ、礫素材の可能性があるもの。 (E～H類）

E類：対向する2か所に剥離面があり、側縁に樋状剥離面がないもの。

F類：対向する2か所に剥離面があり、側縁に樋状剥離面があるもの。

G類：対向する4か所に剥離面があり、側縁に樋状剥離面がないもの。

H類：対向する4か所に剥離面があり、側縁に樋状剥離面があるもの。

なお、 4箇所剥離の場合、縦横の設定は最終的に剥離を受けた方向、新旧関係が不明な場合は剥離

が顕著な方向を石器の長軸とした。

A類（図Ⅳ 4-31～36、図版18 36～42)

A類は7点出土した。長幅比は0.6～1.5の間に収まり横長と縦長のまとまりがある。素材腹面が観

察できるものは4点あり、内、石器の作業方向と素材の剥離方向が同じものは3点認められた。31は

出土した中で最も小型である。

B類（図Ⅳ－4－37～39 ．43、図版18-43～46･52)

B類は6点出土した。長幅比（長さ／幅）は1.2以下4点と1.9以上2点に分かれるが、縦長のもの

は削片が剥離されることにより器体幅が減少している。腹面が観察できる4点は全て石器の作業方向

と素材の剥離方向が同じである。 38は下端に平坦面があり、 この平坦面を打面として剥離が施されて

いる。39は接合資料であり、石核61と接合している。

C類（図Ⅳ－4-40･41、図版18 47～49)

C類は3点出土した。長幅比は0.6～1．2の間にまとまる。平坦面からの剥離が全点に観察される。

？7
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全て素材の剥離方向と石器の作業方向が同じである。

D類（図Ⅳ－4－42．44～46、図版18-50･51 ･53～56)

D類は5点出土した。長幅比は0.8～1.5の間に分布し、特に1.2～l.4に4点がまとまる。全点に平

坦面からの剥離が観察され、樋状剥離面を平坦面に利用したものが3点ある。素材の剥離方向と石器

の作業方向が同じものは、確認できる3点全てに認められた。42と図版18-50、石器長袖の90度回転

を繰り返しながら作業を行った可能性がある。

E類（図Ⅳ－4－47、図版18-57)

E類は1点のみである。小型で薄手のため剥片素材の可能性も強い。

F類（図Ⅳ-4-48･50･51、図版18-54･59･60)

F類は3点出土した。長幅比はl～1.8の間に分布し、特にまとまりはみられない。平坦面から剥離

するものが1点ある。 50･ 51は厚さlcmを超え、他に比べ分厚い。48は接合資料で、裏面右側縁に削

片が接合している。

H類（図Ⅳ－4－49．52、図版18-58.62）

H類は2点出土した。長幅比は1.1と2.6である。 2点とも平坦面からの剥離が含まれ、特に49は4

方向の全てにみられる。

石材は頁岩13点(33･34･40～45)、黒曜石2点(35･36)、玉髄12点(31･32･37～39･46～52)である。

なお、図版18-63～65に掲載した資料は、 ピエス・エスキーユの削片と考えられるものである。

Rフレイク （図Ⅳ－5－53～56、図版18-32～35)

Rフレイクは35点出土した。 53 ． 55は素材の両面に粗い剥離を加えるものである。54は素材の端部

から側縁に散漫に調整を施したものである。56は左側縁を欠損するが対向する小剥離があり、 4方向

から剥離するピエス・エスキーユC･D類の可能性がある。石材は53･55が頁岩、 54が玉髄、 56が黒

曜石である。

石核（図Ⅳ－5－57～62、図版18-66～71)

石核は8点出土した。57， 58は主に上設打面から一定方向に作業が行われたものである。 57の打面

には、作業面からの小型剥離が観察されるが、打面調整を意図したものかは不明である。 60， 61は頻

繁に打面を転移しながら作業を進行し、残核形状がサイコロ状となったものである。62は上下に打面

を転移し粗割している。右側面に観察される縦長の作業面は、粗割の際に同時割れで発生した可能性

が高い。石材は57～59が頁岩、 60～62が玉髄である。 57， 60～62は接合資料である。

接合資料

接合資料は剥離面接合するものが7個体確認された。石材は4個体が頁岩、 3個体が玉髄である。

各接合資料単位に説明する。

接合1005 [48+63) (図Ⅳ－5、図版19-1)

ピエス・エスキーユ48に削片63が接合した。63は48の右側縁側の樋状剥離面に接合するが、剥離は

63の正面上端の中央付近から発生している。 63は48の剥離後、 さらに右側縁側に樋状剥離面が形成さ

れ、遺棄されている。この最終剥離には下端部からの反作用による割れも観察される。48の左側縁上

半部には微細剥離が観察される。玉髄製である。

接合1002 [60+641 (図Ⅳ－5、図版19-2)

石核60に剥片64が接合した。上設の自然面打面から数回の粗い剥離作業を経て、最終的に64が剥離

されている。 60には下端にも裏面側の自然面を打面とした作業面があるが、正面及び右側面の作業面

との新旧関係は不明である。64のような小型剥片はピエス・エスキーユの素材として利用されたのか

38
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Ⅳ包含層出土の遺物

もしれない。玉髄製である。

接合1006 [57+651 (図Ⅳ－5、図版19-3)

石核57に剥片65が接合した。65は単剥離打面で、 57の打面に観察される小剥離は65の剥離後に施さ

れている。65の剥離後、打面側への小剥離と相前後して、少なくとも8回の作業が行われている。頁

岩製である。

接合1003 I61+391 (図IV-6)

石核61にピエス・エスキーユ39が接合した。石核の打面を頻繁に転移しながら粗割を繰り返し、厚

手の剥片を剥離したと観察される。39の剥離以後、少なくとも4回の剥離作業が行われている。また

39はピエス・エスキーユとして使用されたが、素材の形状をほとんど変えることなく遺棄されている。

玉髄製である。

接合1001 [62+661 (図Ⅳ－6、図版19-4)

石核62に剥片66が接合した。 66の剥離は節理からの潜在割れによると観察される。66の剥離後3回

程度の作業を行うが、石器素材としては不向きな小剥片しか得られていない。全体的な作業は、打面

を転移し粗割を繰り返すが、最終的に節理からの潜在割れにより石核を半割し終了したと考えられる。

玉髄製である。

原石（図Ⅳ－6－67～69、図版19-4-76～78)

14点が出土したが、接合により6個体と確認された。大きさは6～12cm前後と小型である。図示し

ていないものは粗割により破砕したもので、石材も質が悪いことから石器の素材は供給していないと

考えられる。 68はⅥ群c類の破片資料（図Ⅳ-2-17･30･33)に近接して出土している。全て玉髄であ

る。

磨製石斧（図Ⅳ－6－70、図版19-4-79)

磨製石斧は2点出土した。図示していない1点は刃部破片である。 70は平面形が溌形で刃部は右上

がりの偏刃となっている。刃部は両面から研出されるが、片刃の範嶬で捉えられる。鎬付近を中心に

全面が入念な研磨を受けている。緑色泥岩製である。

敲石・すり石（図Ⅳ－7-71～76、図版20-80～86)

敲石は4点、すり石は8点出土している。敲石は明瞭な敲打痕が観察できるものが少なかった。 75

はすり石と敲石の複合石器で、分類上はすり面を敲打するため敲石とした。71～73は平面が円形で扁

平なもので大きさもまとまっている。正裏の平坦面に擦痕が観察される。 74は正面が剥離面で構成さ

れ、裏面に擦痕が観察される。 76は大型の礫を素材に平坦な正裏面を擦り面に使用している。 76の右

側縁には円形に窪む擦痕が観察される。

（坂本尚史）

4 遺物の分布

(1) 概要

Ⅵ群の土器はⅢa層～Ⅳ層で出土することから、遺物の上下移動が考えられ、そのため石器は層位

による時期区分を困難と判断し、 Ⅲ層～Ⅳ層を一括して扱うこととした。遺物の分布状況は1章の図

I-14に示した。分布はM･N55～58区、 K･L･M64～67区、 R･ S50～51区にまとまりがみられ、

G～K50～57区にはⅥ群c類の土器が散発的に分布している。H・ I･J･K60～63区は分布の空白範

囲であるが、 Ⅲb層まで削平を受けていることから本来的には遺物が分布した可能性もある。M･M

･N55～58区、 K･L･M64～67区でみられるように、Ⅵ群の土器と石器はそれぞれの分布のまとま

4ノ
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W包含層出土の遺物

りが重なり、共伴性が高いと考えられる。またR・ S50～51区は石器が主体的に分布している。

（坂本尚史）

(2) 土器（図Ⅳ－8）

本遺跡のⅢ層．Ⅳ層から出土した土器の分布を図Ⅳ－8に示した。発掘区の中央部には土器の出土

していない部分があるが、 これは耕作によって続縄文時代の包含層が削平されたことによるものだろ

う。 60ラインの土層断面でみると、 Ⅲb層まで削平された範囲は約12mにわたっている。 I層の遺物

は発掘区の南西部を除いてほぼ全域から出土しており、そのほとんどはⅥ群土器なので、本来はこの

部分にも分布していた可能性は少なくない。

Ⅳ群a類土器は発掘区の南東部、Ⅳ群b類土器は北西部のⅢb層から出土している。

Ⅵ群b類は発掘区の西部と北東部の2か所に分布している。K65区では2個体分（図Ⅳ－2-7 ･

15)の破片が個体ごとにまとまっている （図Ⅳ－9) 。

Ⅵ群c類のうち、後北B式は発掘区の西側と東側に集中域がある。

N56区は発掘区内で最も多く土器が出土しているが、それらはすべて小片で、接合できたものはほ

とんと、ない。Ⅵ群b類とc類が混在している。Ⅳ層から出土したものが多いのは、風倒木の影響が考

えられる。

Ⅵ群c類のうち、後北C2 ･D式は発掘区の南東部と北東部から出土している。

（中田裕香）

(3) 石器（図Ⅳ－10～12)

石器は上述のように遺物の上下移動が考えられることからⅢ層～Ⅳ層を一括して扱うこととした。

石器の分布は石材別、器種別で観察を行い、両者の観察結果をまとめることとした。分布はM･N55

～58区、 K･L･M64～67区、 R･S50～51区にみられる。説明のため便宜的に各分布のまとまりを、

M･N55～58区はブロック1 (Sb-1) 、 K･L･M64～67区はブロック2 (Sb-2) 、 R･S50

~51区はブロック3 (Sb-3) と呼称する。各ブロックの石器出土量はブロックlが21点･ 1,614.8

9、ブロック2が35点･ l1,607.39、ブロック3が16点･ 68.2gである。ただし石器ブロック1， 2

に関しては、単体の重量が重い砂岩製の礫石器を含むため、以下、剥片石器のみで求めた数値を括弧

内に記載する。

石材別の分布状況（図Ⅳ 10)

石器石材は頁岩、黒曜石、玉髄、安山岩、緑色泥岩、砂岩、チャートがみられた。以下主要な石材

として捉えられる頁岩、黒曜石、玉髄について個別に説明を加える。

頁岩頁岩が各ブロックで占める割合は、ブロックlでは点数42.9 （47.4)％・重量0.9(44.2)%、ブ

ロック2では点数42.9(46.9)％・重量1 (19.6)%、ブロック3では点数50(53.3)%･重量20.8(78.0)

％である。分布の特徴はブロック2で散発的に、 う，ロック3でまとまって出土したことがあげられる。

頁岩は各ブロックに分布し、剥片石器でみれば点数では半数近く、重量では2割から半数以上を占め

る。

黒曜石黒曜石が各ブロックで占める割合は、ブロックlでは点数47.6(52.6)％・重量1.1(55.8)%、

ブロック2では点数2.9(3. 1)%･重量0.01(0.3)%、ブロック3では点数12.5(13.3)%･重量1.2 (4.

4）％である。分布の特徴はブロックlで微細な剥片とトウールがまとまって出土したことがあげら

れる。一括遺物も含めれば点数で9割以上が黒曜石で占められ、ブロック1内での主要な石材として

認められる。
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表Ⅳ－1 包含層出土土器一覧

合計ⅦⅣb Ⅳ～V Ⅵb Ⅵc Ⅵ．ⅣaⅢ

1399I層 ３３ 2 65 1323 ’1 1

508Ⅲ層 4088 19 73

86Ⅳ層 7871

12その他 12

2005合計 1 323 145 18219 2I
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Ⅳ包含層出土の遺物

１
Ｊ〃

Ⅱ
川
川
″
／

』

痴

可

州

呼

則

“

ｒ

．

『

、

~

~

●

〆

咄

ｒ

Ｆ

ｆ

６

、

１

町

し

》

尽

日

Ｊ

、
４
９
Ｆ
岨
ｒ

戦

』

、

胴

琉

珊

．

、
《
ル
緑
孵
腱
恥
排

日

Ｌ

ｊ

ｊ

ｆ

０

９

？

１

，

堀

’

》

腓

Ⅷ

川

畑

小

坐．

鋪

．
j

（ ／

I
も 1

■

0 三/0図Ⅳ－2－6 ． 7
一一

〆 一一K-65 K－G6

一

聯
0妙i"

城、
~、

〃1－霞

~穴●〃
“0

図Ⅳ－2－15

L－65 L－6G

j
I

/〃I
．. 』／' .,.，
i1 J

p E q

q 5

□
［
日

ｲ‘j
・可

○図Ⅳ－2－30

遡鬘#もⅧ
、

図Ⅳ-,-3ヨ --49g
画 65

琿

一

》
畦
：
、
書

Ｈ
い
Ⅲ
Ⅲ
″
幽
押

#三二ｺ
一一一一一一

口

図Ⅳ－2－1

0 3m
■ ■

~~~ ~ ~~ ~~~

50 55 60 65

~

1而

図Ⅳ－9 包含層出土土器の接合状況

酒

k

、ー

《
0

~

~



玉髄玉髄が各ブロックで占める割合は、ブロックlでは0％、ブロック2では点数40(43.8)％・重

量4(78. 1)%、ブロック3では点数12.5(133)%･重量0.3 (1. 1)%である。分布の特徴はブロック

2で原石、 ピエス・エスキーユ、剥片がまとまって出土したことがあげられ、ブロック2内では主要

な石材として認められる。

器種別の分布状況（図Ⅳ－11 ･ 12)

石錐、石槍、両面調整石器、スクレイパー、 ピエス・エスキーユ、 Rフレイク、剥片、石核、原石、

すり石、敲石、台石・石皿の各器種について分布状況を示した。石雛は各ブロックに三角形雛が出土

している。スクレイパーはブロック2に3点がまとまって出土している。ピエス・エスキーユは各ブ

ロックに出土している。原石はブロック2及び発掘区の南側で出土している。礫石器はすり石が各ブ

ロックに、台石・石皿がブロック2に出土している。

石器の分布状況について

各器種内及び各器種間の遺物が同時期であるかは不明である。よって、 まず出土状況と石器の形態

から共伴の妥当性を検討し、共伴性の高い遺物の中で分布状況を観察する必要がある。上述した石器

ブロックと石材の関係から各ブロックはより特定の石材と結びつく傾向があり、石材搬入から作業の

単位を示す可能性がある。よって同一ブロック内で出土した石器に関しては共伴石器の可能性が高く、

こうした観点から各ブロックに対し観察を行ってみた。

ブロック1 黒曜石製の石雛、 ピエス・エスキーユ、 Rフレイクが多数の微細な剥片を伴って出土し、

これにすり石が加わる。黒曜石の二次加工を中心とした作業が行われたことが推測される。

ブロック2 玉髄製石器を中心にした分布がみられ、同石材のピエス・エスキーユ、原石が出土して

いる。主にピエス・エスキーユは玉髄を石材にすることからも、玉髄原石を持ち込みピエス・エスキー

ユを製作、使用した可能性がある。玉髄原石はⅥ群の土器と共伴している。また、ブロック2ではス

クレイパーが3点出土しており、スクレイパーに関連する作業を行ったことが推測される。

ブロック3 頁岩製の石雛、 ピエス・エスキーユが剥片を伴って出土している。頁岩製石器は母岩の

まとまりが少なく、多種多様な石質が認められる。これは他のブロックにも共通しており、発掘区内

では簡単な剥片剥離作業しか行われなかったことが推測される。

各ブロックはおおよそⅥ群の土器の分布に符合し、共伴性が高いことが考えられる。

（坂本尚史）
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V調査の成果と課題

V調査の成果と課題

1 続縄文土器について

本遺跡から出土した土器はほとんどが続縄文土器で、主体は後北B式に相当するものである。南川

Ⅳ群（註1)に相当する恵山式土器や後北C2 ・D式に相当するものも出土している。

本遺跡の惠山式土器は器形の全体が明らかなものはないが、甕形土器が多い。口縁部が内湾気味に

立ち上がるもの、外反するもの、体部に張りのあるもの等がある。図Ⅳ－1-20は口縁の内傾する深

鉢形土器と考えられる。口縁部に横走する縄文の施されたものや、逆三角形状の無文部があるものは

鉢形ないし浅鉢形土器の可能性が大きい。文様要素としては、帯状縄文、沈線文、列点文・短刻線文、

刻み目等がある。帯状縄文には沈線で縁取りされたものと縁取りのないものがある。沈線文には口縁

に平行なものや小波状・連弧状等がある。文様構成は簡略化される傾向にあるようである。内面はみ

がかれているが、ざらつきのあるものもみられる。肉眼による観察ではあるが、約半数のものの胎土

には海綿骨針が含まれている。

瀬棚町南川遺跡（上野・羽賀・田部ほか 1983)や奥尻町米岡第2遺跡（佐藤編 1978) ･青苗B

遺跡（木村編 1999)等では、甕形土器の体部上半に横走縄文とそれを縁取る沈線によってX字状や

C字状の文様の描かれたものが出土しているが、本遺跡では確認されておらず、 これらよりも先行す

る段階の土器と考えられる。後北式土器との関係では、後北A式に併行するものである。

八雲町内ではシラリカ遺跡（柴田 1988) 、山崎l遺跡（柴田 1988) 、山越6遺跡（八雲町教育

委員会編 1988)等からこの頃の土器が出土している。

本遺跡から出土した後北B式は深鉢形、浅鉢形、壺形土器からなる。深鉢形土器の器形は口縁がわ

ずかに開く倒鐘形のものが多い。口唇直下に刻み目のある隆起線がめぐり、口縁部から胴部上半にか

けて横走する帯状縄文や列点文の施されたもの（図Ⅳ－2-16～19) もあるが、多くは隆起線を組み

合わせて菱形や凸レンズ状等の文様が構成されている。隆起線は上下をなでつけて整形されたものが

多い。図Ⅳ 2-21の菱形状の文様はゆがみが大きく、割付も不均等である。口縁に刻み目のある隆

起線が施され、その下位には横走縄文の地に列点文や平行する多重沈線の加えられたもの（図Ⅳ－1－

24～27） も出土しているが、 このような土器は恵山式と後北式の両方の要素をもったものといえよう。

壺形土器には吊り耳のあるもの（図Ⅳ 1 47･48)や赤色顔料の塗彩されたもの（図Ⅳ－1-44~

47）がある。後北式の内面調整はミガキだが、ざらつきのあるものも少なくない。約半数のものの胎

土には海綿骨針が含まれている。黒雲母や砂粒等も胎土に含まれる量の多いものや少ないものがあり、

いくつかの異なった胎土が用いられたと考えられる。

道央部で誕生した後北式土器はC,式以降、南に向かっては道南地方から本州の北部まで広がりを

示すが、それ以前の資料は散点的にしか報告されていない。

道南地方における後北A式は、末期の頃のものが伊達市南稀府5遺跡から出土している （大沼・千

葉・田才ほか 1983) 。八雲町内では、栄浜l遺跡で「後北A～B式<､､らいに相当する」 ものや「後

北A式土器に相当する可能性」のあるものが報告されている （柴田 1991) 。七飯町大中山13遺跡で

は南川Ⅳ群土器の集中区域から「後北A式に似た土器」が出土しており、両者は共伴する可能性が強

いと考えられている （(財)北海道埋蔵文化財センター編 1995) 。奥尻町青苗B地点遺跡から出土した

土器もこの頃のものであろう （千代 1965) 。

後北B式は、八雲町山越6遺跡（八雲lll]教育委員会編 1988) ･栄浜l遺跡（八雲II1]教育委員会編
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1987a、柴田1988･ 1991) 、七飯町聖山遺跡（吉崎・直井・松岡編 1979) 、松前町白坂第4地

点遺跡（久保・井上・石本ほか 1983)等に出土例がある。

山越6遺跡からは、口縁と平行な隆起線の施されたものや菱形や弧線状の隆起線で文様の構成され

たものが出土している （八雲町教育委員会編 1988)が、 これらは本遺跡出土の土器に類似している。

栄浜l遺跡から出土した復原土器（柴田 1988･ 1991)は突起の下やそれらの中間に凸レンズ状の隆

起線を縦位に重ね、横位の隆起線でつないだものである。器面に密集して施されたこれらの隆起線は

細く、断面は四角い。破片資料には菱形や凸レンズ状の文様の施されたものがある。柴田によれば、

「隆起線で描かれる文様の1幅が胴部中央まで及んでおり、文様構成などもCl式土器に近似しており、

B式でもCl式に近い時期のものと考えている」 という （柴田 1991) 。聖山遺跡の資料は頚部に縦

および斜位の短沈線が描かれている （吉崎・直井・松岡編 1979) 。

野田生5遺跡も含め、道南地方の遺跡から出土した後北B式土器には、繁褥に施された隆起線や列

点文、隆起線によって構成された文様の不均等で粗雑な割付、短沈線や多重沈線といった、道央地方

の土器とは異なる様相をもつものもある。これらは道南地方の人々の間に後北式土器が受容されてい

く中で生じた地域色とみてよいのではないだろうか（大沼 1982 ･石本 1984) 。

次に東北地方の例を見てみよう。青森県では六ケ所村千歳遺跡(13） （青森県教育委員会 1976)や

脇野沢村九嬰泊岩陰遺跡（江坂・高山・渡辺 1965)から出土した土器が「後北B式に近似し、その

前後」 （大沼 1978)のものとして知られていた（註2)が、最近では青森市小牧野遺跡（小牧野遺

跡調査会・青森市教育委員会編 1996、青森市教育委員会編 1998)からも後北B式相当と考えられ

る土器が出土している （註3） 。横走または斜行する帯状の縄文が沈線や列点文で縁取りされたもの

や、V字状の沈線を連繋させて菱形状の文様を描<もの等がある。これらの内面はみがかれているが、

ざらつきがある。報告者は「隆起線を伴う土器に関しては、基本的な文様要素は類似するものの、文

様の組み合わせ方及び製作過程、調整など北海道のものとはかなり異なっているものもあることから、

搬入品ではないものがかなり含まれている」 と推定している （上野 1998) 。

本遺跡から出土した後北C2 ･D式のうち、図Ⅳ－2-37～41は大沼が後北C2 ･D式を4段階に細

分したうちの2番目の「一般的なC2 ･D式」 （大沼 1982)に含まれるものである （註4) 。また、

石本による道南地方の「江別C2 ･D式」を3つの段階に細分した編年では、中葉に相当する （石本

1984) 。胎土には海綿骨針が含まれている （註5) 。

八雲町内ではトコタン2遺跡（野村 1982) 、台の上遺跡（八雲町教育委員会編 l987b) 、大新

遺跡（八雲町教育委員会編 1998）等から後北C2 ･D式が出土している。 トコタン2遺跡の土器は

小片だが、台の上遺跡と大新遺跡の資料は大沼の「一般的なC2 ･D式」 （大沼 1982)の段階のもの

である。

本遺跡ではI層から弥生系土器が1点出土している （図Ⅳ－1-23) 。不均等な撚り合わせの縄に

よる縄文の施された口縁部の破片である。

八雲町内では台の上遺跡（八雲町教育委員会編 1987b)で後北C2式と同じ層（註6)から(1)交

互刺突文と沈線文の施されたものや(2)不均等な撚り合わせの縄を用いて羽状縄文が施されたものが出

士している。本遺跡の土器は(2)に類似したものであろう。

(l)は上野によって仮称「北海道2類」 、 (2)は同「北海道3類」 （註7)の例としてあげられている。

両者は時期的に近く、 「福島県の編年でいう踏瀬大山式から十王台式に対応する時期」のものであり、

後北C2 ･D式との関係（註8)では、大沼の分類の「C2式初」や「一般的なC2 ･D式」 （大沼 1982)

に共伴する可能性が極めて高いと考えられている （上野 1992) 。一方、小林によれば、 「北海道側

”
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での江別Cl式から江別C2式の変化に対応する「北海道2類」から「北海道3類」への変化」がみら

れるという （小林 1993) ｡近年は更にこれらと古式土師器との関係について検討が行われている

（石井 1994 ･木村 1999等） 。

北海道内で出土した弥生系土器は現在までのところ、石狩低地帯と後志・檜山管内の日本海側に多

く分布し、八雲町以東の太平洋側では出土していないようである （乾 1990等） 。この空白の意味す

るものが北大I式の時期以降にはどのように変化したのか、土師器の分布の広がりとも重ね合わせる

と、興味深い問題である。

（中田裕香）

註 1 南川Ⅳ群は、 1976年刊行の報告書では文様構成の簡略化の程度によってa類とb類の2つ

に分類されている （高橋．内山・土田ほか 1976) ｡ 1983年の報告書（上野・羽賀．田部

ほか 1983)では文様構成を主に10類に細分されたが、それらの関係や新旧については言

及されていない。

大沼は千歳遺跡(13)の土器を「帯状に縄文を沈線で区画する恵山式末期の文様が施されてい

て、後北式というよI)は恵山式というべきもの」 とも述べている （大沼 1982) 。これに

類似した恵山式土器は松前町白坂第4地点遺跡等から出土している （久保．井上．石本ほ

か 1983） 。

小牧野遺跡では南川Ⅳ群や後北C,式に相当するものも出土し、それらの中には胎土に海

綿骨針の含まれたものが少量認められる。

上野は「一般的なC2 ･D式」を｢古｣と 「新」の2つの段階に分けている （上野 1992)

が、八雲町内から出土した後北C2 ･D式は破片資料のみのため、細分は行わなかった。

井上は胎土に海綿骨針の含まれた後北C2 ･D式について、北海道．秋田県．岩手県の例

を挙げている （井上 1995） 。

この層からは後北Cl式も出土しているが、弥生系土器の出土した発掘区とは一致しない

（八雲町教育委員会編 1987b) 。

上野の定義では「撚糸文を主に用いた地文が全面に施されたもの」 とある （上野 1992) 。

石井もほぼ同様な見解を示している （石井 1994) 。
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2石器について

今年度の調査では続縄文時代の後北B式土器が中心に出土し、点取り遺物の石器も出土状況から同

時期の所産であると判断した。今回は野田生5遺跡で主体的な石器として捉えられ、且つ不定形石器

としてあまり取り上げられることのないピエス・エスキーユについて若干の考察を行ってみたい。ピ

エス・エスキーユは27点（個体）が出土し、内20点がI層出土であるが、 I層はⅡ～Ⅲa層を主に撹

乱した層であること、遺物が続縄文時代を主体とすることから、全て同一時期とみなし分析を行った。

ピエス・エスキーユは日本では芹沢長介、岡村道雄らによって初めて注目された。芹沢は観察され

る剥離面が石器素材と成りえる剥片を剥離していないこと、共伴する台石、敲石がピエス・エスキー

ユの製作に密接に関与したと推測されること等から両極剥離技法により製作された目的的な石器とし

た(1974)。岡村は諸々の特徴的な属性を指摘することによりピエス・エスキーユを明確化し、 さらに

製作技術、年代、分布、機能にまで言及した。両者の研究は、それまで石核や不定形石器として看過
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されてきたピエス・エスキーユを各地域の各時期に普遍的に存在する器種として認識したものであっ

た(岡村1976)。阿部朝衛は峠下聖山遺跡の資料を検討し、 ピエス．エスキーユにみられる両極剥離は

製作技術ではなく、使用法によるものであると考察した（阿部1979) 。 また前述の観点からピエス・

エスキーユの各形態が使用過程を示すものとし、機能喪失した状態を形態的に捉えた。さらに阿部は

バイポーラテクニックが各時期、各地域に出現することに着目し、バイポーラテクニック自体はピエ

ス・エスキーユの認定条件とはならないことを指摘した（阿部1983) 。以上のような研究を概略的に

踏まえ、 (1)石器の形態と(2)使用石材の2点を主題に観察を行った。

(1)石器の形態について（主に遺棄の形態として）

「形態は四辺形を呈する。 」 （芹沢1974) と定義されるように、野田生5遺跡出土のピエス・エス

キーユも全て四辺形を呈している。今回は石器の長il'畠比（長さ/IIIR) 、断面形状、二次的剥離部（以

下刃部）の角度に対して観察を行った。ここで用いる刃部とは、両極剥離打法によって剥離面が生じ

た部位であり、直接的に被加工物に接する機能部と加鑿面（打面） を含む。出土した資料から石器の

軸を頻繁に転回させたことが観取され、 また、資料からでは加筆部と直接的機能部を判断できないこ

とから便宜的に二次的剥離部を刃部と呼称する。Ⅳ章で記載したピエス・エスキーユの分類模式図を

図V-1に示した。

長幅比を図V-2に散布|XIで示した。長幅比はおおよそ0.5から2の間に分布し、 1.5以下のものが

全体の約8割を占める。各類型にまとまりは見出せないが、 B ・D･F･H類は比較的2に近いもの

が多い。これは樋状剥離、が生じたことにより'幅が減じたためと考えられ、樋状剥離面を持たないA

･ C･E類は7割が長|幅比l～1.4に分布している。本来的には正方形に近い形状で機能した石器の

可能性がある。大きさは2～4cm (C･D･F･H類については長|幅の平均）のものが7割を占める。

主に4～2cmの間で遺棄し、 2cmを下回る段階では有効に機能しないことが考えられる。

断面形状は図V-3に示すように分類した。断而は刃部のほぼ中央で観察し、結果を図V-4に示し

た。紡錘形は14点あり、全体の52%を占める。特に刃部が2か所であるA･B類に10点が集中してい

る。A･B類に断面紡錘形が多いのは、作業の進行にともない素材の両面が剥離され、角度が鋭角化

に向かうことが考えられる。模形は11点、 41%で、残りの半数近くを占め、 D･F類に多くみられる。

これは平坦な樋状剥離面を刃部に設定したことが原因にあげられる。断面が先鋭な刃部を持つもの

（紡錘形と模形）は全体の93％に及ぶが、 ピエス・エスキーユが遺棄されたものであれば、先鋭な断

面形とは機能を失った形状とも捉えられる。半数の資料（模形・四角形）が持つ平坦な面が刃部とし

て使用されるのはそれが有効な形状であり、加鑿により発生した樋状剥離面を利用するのはこれを示

すものであろう。 また、素材の剥離方向と作業方向が同一なものが10点と多数認められるのは素材打

面を刃部に利用したのではないだろうか。

では、先鋭な刃部はどの段階で機能を喪失したのか。刃部（より鋭角な側を選択）断面の角度の計

測を行った。なお、角度は5度間隔で計測した。刃部角は50～70度の間に全体の7割が分布する。表

V-lは刃部角と長さの相関関係を示したものである。大きさ3cm以下のものは各刃部角度に散布す

ることからも、むしろ大きさが機能を喪失した原因と考えられよう。 しかし、 3cmを上回る資料は40

～70度に12点がまとまる傾向がある。本来的には3～5cmの資料のように40～70度に刃部角がまとま

り、機能していたが、作業の進行に伴い3cm以下のもののように刃部角が分散していったのではない

だろうか。ピエス・エスキーユは使用によって産出されるもので、使い減りを前提とした便宜的な石

器である。石器がたとえ機能を保持していようとも作業の終了と共に遺棄される可能性は高く、 こう

した点を踏まえながら理解を行う必要があるだろう。

刃
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表V－1 ピエス・エスキーユ刃部角と長さの点数一覧
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表V－2 器種別及び石材別点数一覧

図V－5 ピエス・エスキーユの石材別比率
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図V－6 玉髄の器種別比率
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まとめれば以下のようになる。 (1)刃部に平坦面が使用される。 (2)長さ3～5cm以上、刃部角40～70

度で機能する。 (3)3cm以下になると有効に機能しなくなり、 また刃部角も一定でなくなる。

平坦面に関しては、刃部に使用される平坦面は加筆面として利用すれば力を効率よく集中させて伝

達することができる。 また、平坦面を機能部に利用しても加撃の際、 ピエス・エスキーユを据える角

度により、面として機能するのか、縁辺として機能するのかが変化してくる。平坦面を利用するメリッ

トを考察することは、機能を模索する手掛かりになるだろう。少ない属性観察のなかで考察を行った

が、今後さらに使用痕や破損の特徴などにも着目し、 ピエス・エスキーユの機能について検討してい

きたい。

(2)使用石材について

ピエス.エスキーユに使用される石材は、頁岩、黒曜石、玉髄があり、その比率を図V-5に示した。

頁岩が最も多く52％、玉髄が37％、黒曜石が11%である。 トウールに使用される石材においてもこの

三者が最も多く、 ピエス・エスキーユには比較的量の多い石材が選択されている。こうした傾向は前

述した便宜的な石器の性格と矛盾しない。 しかし表V-2のように、頁岩、黒曜石ではスクレイパー、

石雛、掻器などピエス．エスキーユ以外の器種にも結びつきがみられる。図V6のように玉髄が石

器石材に利用される場合、圧倒的にピエス・エスキーユとの結びつきが強い。こうしたことからは、

(1)玉髄がピエス．エスキーユの石材として適した石質を持つため好んで用いられたこと、 (2)玉髄の石

質がピエス・エスキーユ以外の器種には不適当であること、 (3)特定の器種を産出する作業が石材環境

に影響されながら行われたことなどが考えられる。ただし、 ピエス・エスキーユに適した石材を検証

するには、 ピエス・エスキーユの機能と対象物を特定し、実験作業を行う必要があり、今回は時間的

制約もあるため行っていない。上記の推測をもとに、玉髄とピエス・エスキーユの関係について若干

考察したい。

剥片なと､を含めた各石材の点数は、玉髄96点･2,218.29、頁岩357点･ 2,954.19、黒曜石は195点・

130.79である。この内、石核などを除く トウールに加工されたものは玉髄13点(13.5%) ･ 104.29

（4.7％） 、頁岩65点(18.2%) ･ 678．89 (22.9%) 、黒曜石19点(9.7%) ･74.49 (56.9%)であ

る。 I間l様に各石材の剥片の比率をみると、玉髄が点数33.3％・重量18.3％、頁岩が点数79.8％・重量62.8％、

黒曜石が点数90.2％・重量43. 1%であった。行われた作業内容にも左右されるが、頁岩と黒曜石が剥

片を多量に出土するのに対し、玉髄は剥片と石器が少なく、逆に原石や石核が多いことが読み取れる。

そして上述したように玉髄製のトウールは90%がピエス・エスキーユとなっている。

玉髄の剥片とピエス・エスキーユに対し石質の観察をおこなった。その結果、打面が欠損する、打

面の位置やリングが不明瞭である、階段状剥離や折れが発生している、節理を含む、主要剥離面が力

の分散により複雑な形状をしているなどの状態が顕著に観察され、全点がいずれかの特徴を保持して

いた。乗l1離の際に不規則な割れや折れが生じやすく、調整加工を含む通常の剥離が難しい石質である

と判断できる。

以上の観察結果から野田生5遺跡で出土した玉髄は、 ピエス・エスキーユ以外の器種には適さず、

不定形且つ便宜的石器であるピエス．エスキーユに対しては石材を供給しやすかったと考えられる。

原石．石核．素材を遺跡内に持ち込み、必要に応じてピエス・エスキーユを産出する作業を行い、作

業終了後は遺跡内に遺棄したのであろう。

I' l 1,土点数から、 ピエス．エスキーユを使用した作業は遺跡内では主要な作業であったとみられるが、

頁岩や黒曜石に比べ、玉髄はもっとも安易にii'i謎できる石材であるのだろうか。渡島地方周辺におけ

る玉髄の産地は、長万部町茶屋川付近から今金町花石、美利河にかけての地域が知られているが、造

_卸



V調査の成果と課題

跡との距離は直線で30kmほどである。この地域で採取できる玉髄は非常に良質で、今金町神丘2遺跡

などでは後期旧石器時代の石刃石器群にも玉髄が多用されている。茶屋川付近では野田生5遺跡に類

似した石質の玉髄も容易に採取が可能であるが、 30km以上の遠距離から便宜的石器のために質の悪い

石材を選択、採取したとは考えにくい。横山英介氏のご教示によれば、八雲町内の河川流域を対象に

した石材調査の結果、ルコッ川、遊楽部川、野田追川で石英岩の円礫が採集できるようである。石質

を伺う限りでは野田生5遺跡出土のものに類似しているようだが、実見はしていない。

石器の性格からも野田生5遺跡のピエス・エスキーユはこうした在地の石材を使用した可能性を考

えたい。ピエス・エスキーユに関しては、他遺跡との形状や石材比率に関する比較や、遺跡周辺の石

材環境を調査することにより、今後も検討を重ねていきたい。

(坂本尚史）
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表1 確認遺構一覧

規模(cm)

確認面 ｜ 底而
出土遺物(点数）

深さ 土器 ｜ 石器 ｜ 自然遺物
備考亜襖l捌係遺櫛名 発掘区 平面形
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表4 包含層出土掲載石器一覧
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表4 包含層出土掲載石器一覧
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